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不条理ショートストーリー11 

 

 

怖れよ！ 

鳥よ怖れよ 人を怖れよ 

猿よ怖れよ 人を怖れよ 

人よ 人を怖れよ  

山を怖れよ 海を怖れよ 

 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 少年３人は必死だった。太った少年が櫓にしがみつき、大人の操船を頭に浮かべながら

前に後ろに櫓をこねるが、櫓はすぐに支えから外れた。波は立っていなかったが、潮は確

実に外洋に向かっていた。そこには黒潮が待ち構えていた。 

 

 少年 3 人は、夏休みのある日、湾に繋がれていた小さな漁船の上で遊んでいた。あまり

に夢中だったので、モヤイが解かれたのにも気がつかなかった。気がついたら船は静かに

狭い水路を流されていた。 

 少年３人は、それほどあわてなかった。３人とももっと小さいときから海には慣れてい

る。潜っては貝を採り、台風の前には筏で高波に乗った。海は友だち、海は母であった。

だから海に飛び込めば簡単に岩場まで泳げる。いや、その水路なら船から岩場へ飛び降り

ることさえできた。 

 船はずっと流されていた。3 人は突然、不思議な不気味さに襲われた。彼らは引き潮の

力を知っていた。 

 腹を据えて、太った少年が櫓の穴を船のともに突き出した支えに刺して引いた。ガタッ

と音がして櫓は外れた。またはめて押した。ガタンと音がして外れた。その繰り返しだっ

た。その度に櫓は外れたが、少年はやめなかった。 

 あとの二人は息を飲んで太った少年を見守った。なかなかうまく行かなかった。だが、

3 人はやめなかった。そうだ、いま 3 人は一人になって櫓をこごうとしていた。3 人のただ

の一人も、海に飛び込んだり、岩に飛び移ろうとはしなかった。おそらく考えもしなかっ

ただろう。それは船を置いてきぼりにしてはいけなかったからである。 

 

 船は大事な生活の道具だ。この船の持ち主の顔が浮かぶ。船を流したと知ったら烈火の

ごとく怒るだろう。いや、息子が死んだときのように嘆き悲しむかもしれない。それは引



4 

 

き潮の恐怖よりもずっと怖いことだった。もしかしたら少年たちは船の持ち主の背後に村

の黒雲のようなずしりと重い空気を感じていたのかもしれなかった。 

 太った少年は次第に櫓の軽さを感じ始めていた。櫓は外れなくなって、水面下で海水を

とらえるようになっていた。船は水路を戻る方向に向きを変えた。そして、ゆっくり進み

始めた。少年たちは確信した。「戻れる」。すっかり海の男に成長した 3 人は、取り乱すこ

となく生還した。 

 

 このことは 50 年以上たった今でも、3 人以外知る人はいない。いや、記憶として甦えさ

せられる人間はたった一人であろう。 

 もう船はいない。あの船のことではない。その村ではもう一隻の船も見られなくなった

のだ。 

 太った少年は、都会の海を泳いでいる。そこにも船も櫓も櫂もない。ただ、黒潮よりも

どす黒く、黒潮よりも速い“何か”が流れていることだけは確かだ。 

 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

生老病死四苦八苦戦争政治集団個人音楽美術芸術感動感銘共感連帯意識知徳体美知慧思い

満足達成充足礼節尊敬畏敬自然継承連続歴史進化差別区別自我多様寛容許容認識退化共同

共助公助自助努力強調反発限界恐怖嫉妬嫌悪暴力発達成長飛躍自在自由変化不満自信不安

反省後悔希望絶望終末消滅復帰復活無限精神楽天悲観享楽三昧笑味笑顔言語道断横断歩道

五里霧中呆然自若盛者必衰会者定離精神安定権力腐敗慈悲慈愛思遣鬼撹乱御互様 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 

♭オラハシンジマッタダ～ 

 昔、そういう歌が流行ったそうです。人は長～い階段を昇って行きました。 

 

「あれは嘘ですよね。人がわざわざ自分からあの世に行くわけ、ないじゃないですか」 

「あ～た、あ～たね。いまあ～たがおっしゃった“あの世”って、あの世の人たちが“あ

の世”って言っているあの世ですか」 

「え～ッ、なんですか？」 

「いえ、だからね。あ～たがいま言ったあの世って、あの世の人たちが言うあの世ですか」 

「みんなが言っているあの世ですが」 

「わからない人だな。あ～たはいま、この世にいるんですよ。あの世に行く、ではなく、

この世に来た、じゃあないんですか」 

「え？ え～ッ!  え？ え?  え～ッ！ え～？ えッ… え、え、え…」 



5 

 

「ずいぶんとえが長いね」 

「柄が長い方が汲みやすい」 

「なんのこっちゃ」 

「するとなんですか。あなたはあの世、いや、この世の人」 

「そうでしょ、あ～たは私と話しているんですから、あ～たもこの世の人」 

「嘘でしょ。第一、私は階段なんか登ってきてませんよ」 

「あ、そう。じゃあ、途中で閻魔様に足を引っ張られたのかもしれませんね」 

「でも、あの世に行くと、いや、この世に来ると…ややこしいな。みんな神や仏になると

言うじゃありませんか。あなたは私を“人”って呼んでますよね」 

「往生際の悪い人だな。いや、往生してんのか。いや、この人はまだ往生してない…」 

「何をぶつぶつ言ってるんですか！」 

「神や仏って、あの世の人たちが勝手に言ってるんで、実際にいるかどうかわからないん

ですよ。だからね、人でも神、仏でもなんでもいいんです」 

「じゃあ、さっき言った閻魔様は？」 

「ああ、あれは力の強い人たちが月番で交代制でやってます」 

「え～、そうなんですか。でも怖いんですよね」 

「そんなことはありません。マーシャル語でエンマとは“いい”ということです。この世

とあの世が別れる前からあった言葉なのです」 

「勉強になります」 

「閻魔様は、階段を上りたくないと苦しんでいる人を助けて往生させてくれるのです」 

「閻魔様も大変でしょうね。往生しますね」 

「？…」 

 

「おじいちゃん！ おばあちゃん！ ご飯ですよ」 

「は～い」「ハ～イ」 

「あら、今日は二人ともはっきりしてんのね。ご飯が終わったらお薬を飲みましょうね。

間違えないようにね」 

 手にしているノートの表紙で、キラリと「閻魔帖」という言葉が光り、そして消えた。 

 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

「豆腐の角に頭をぶつけて死んでおしまい！」 

 大晦日になっても借金を返せない男は、おかみさんに言われて一生懸命考えました。ど

うやったら豆腐の角に頭をぶつけて死ねるだろうか、と。最大の問題は、豆腐を買うお金

さえないことでした。豆腐屋の前を行ったり来たり。ときどきは井戸を覗き込んだりして
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考えていました。 

 豆腐屋は昔、大関にまでなったという元相撲取りでした。店の前を行ったり来たりして

いる暗い表情の男に気がついていましたが、そのうちいなくなるだろうと豆腐作りの作業

を続けていました。 

 男が店に入ってきました。そしてか細い声で「豆腐の角をください」と言いました。 

「え？ 何？」――元大関の豆腐屋が聞きました。「豆腐の角です。トーフのカド」ーー男

が声を振り絞るように答えました。 

「豆腐の角をどうするんです？」 

「死ぬんです」 

「なに？」 

「頭にぶつけて死ぬんです」 

「そりゃあ、危ねえや。うちの豆腐は石より硬いって評判なんだ。頭をぶつけりゃ、脳み

そにまで食い込んじまうぜ」 

「それは好都合」 

「冗談じゃあない」 

 奥から豆腐屋のおかみさんが声を聞きつけて出てきました。男の顔を見るなりびっくり。

「まあ、金ちゃん！」――すっとんきょうな声を出してしまいました。 

「そういうお前は？」 

「品川の……」「あ！ お前は！」 

 そうです。品川の海に一緒に飛び込もうとして、一人だけ逃げ出した女郎です。 

「坊主になった女郎というので馬鹿にされていられなくなり、転々としたあと、昔世話に

なった千早姉さんのあとを追ってここまで来たの」 

「いまじゃあ、わしの女房でごんす」 

「金を貸してくれ！ いや、金を貸してください」 

「わしの女房に何をする！」 

 女につかみかからんばかりにすがる男の胸を、元大関の豆腐屋が力任せに突き飛ばした

からたまらない。男は、宙を飛んで井戸のそばへ。恨めしそうに豆腐屋夫婦をにらんだか

と思うと、井戸へ飛び込んでしまいました。 

 

 男はまっ逆さまに落ちた。ずっと、どこまでも。どこかで何かにぶつかって、木っ端微

塵に飛び散るはずだった。だが、どこまでもいつまでもまっ逆さまに落ち続けた。 

 いつの間にか男は霧の中にいました。誰かがいる。そこには骨と皮だけの老人が葛のよ

うに曲がった頼りない杖にすがって立っていました。 

「あなたは？」「死神じゃ」 
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「貧乏神に取りつかれたと思ったら今度は死神か。でもやさしい人みたい」 

「人じゃあない、神様だ」 

「私はどうしてここにいるんでしょう」 

「お前はここがどこかわかってんのか」 

「いえ。どこです」 

「地獄の三丁目だ」 

「え？ おれは死んだの？」 

「誰かがお前のローソクを接いだみたいだな。かわいそうに元の世界に逆戻りだ」 

 見ると、死神の後ろに明々と燃えている炎が見えました。燃え上がる炎の先からは、次

から次へと四角い紙が舞い上がっています。紙幣だ！  

あれほど欲しかったお金が舞い上がっては次々と足下に落ちてきました。 

 男は心が舞い上がった。「お金だ！ お金だ！」 

「持っていくがよい。いくらでも持っていくがよい。地獄の沙汰も金次第。死者にお金を

持たせようとあの世で燃やしているようだが、はっきり言って迷惑なのじゃ。この世では

なんの役にも立たん。ゴミが増えてしようがないから持って帰れ」 

 男は紙幣を丸めて大きな団子を作りました。その姿はまるでフンコロガシそのものでし

た。 

 

 男は元の世界に帰ってきた。確かにそこは元の世界だった。 

 だが、家には KAE帰 RIT ら AI ら kae なか renai った。Kaeritakunai... 。そうなのです。

かえ r かえら n かえらな k かえらなか t かえらなかっ t 帰らなかった。 
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不条理ショートストーリー12 

ʹẶ̗˫̃̏ ̧͛˯˿ˢ˯ Ὴ ˲ ˯ ˈˈЀ˯ʺ 

 

 満員電車を降りて地下ホームから地上改札口へ昇る階段はびっしりとした人の群れで埋

まる。目の前には女性の肩や髪、背中が、近視眼にちょうどくっきり見える距離にある。 

 そんなとき、女性の背中にあるファスナーを引き下げようという衝動にかられるのは自

然な心理であろう。露になった肩を前に噛みつきたくなっても不思議ではない。 

 

 それを性的衝動と言うのは簡単だ。だが、男が目の前に突き出された女の肩を軽く噛ん

だのはそんなことではなかった。それは、小学校低学年の男の子が女先生のスカートの中

に隠れる行為に似ていた。男はなにかを伝えたかったのだ。いや、なにかを意識してのこ

とではない。だが、確かに何かを伝えたかったに違いない。無意識にしても、女の肩を噛

むという行為が何かを伝えようとしないわけがないのだ。 

 「キャーッ！」という悲鳴とともに男は取り押さえられ、警察署に引き立てられた。 

 男は運が悪かった。“現場”は大都会の主要駅だったし、大きい警察署も近かった。何

より、センセーショナルな記事が売り物の夕刊紙の社屋から駅も警察署も丸見えだった。 

 男が書いていたソーシアルネットワークシステム（大衆社会井戸端会議情報拡散システ

ム）は即座に大勢の人によって白日の下にさらされた。 

 「学生は学業に専念すべきだ」「人は自らに厳しくすることによって、他者を思い、社

会的存在を全うすることができる」「内面を見つめること、自らの細胞に刻まれた宇宙と

真理を追求することが私に課された社会的ミッションである」－－そこには厳しい倫理観

が漂っていた。 

 一方で社会の不条理に対する怒りをぶつけたりもした。「完成していない原子力平和利

用循環システムによる放射能拡散事故によって、平和な家庭の生活や生産のシステムすべ

てが破壊された」「研究目的以外の放射能施設全廃」ということも書き込んだ。 
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 ネット上は「真面目人間の転落」「抑制されていた欲望が破裂」「仮面を被っていた性

格破綻者」などの書き込みで溢れかえった。 

 夕刊紙は一面トップで報じた。「エリート人間の屈折と欲望」。そこには、「あんな優

秀な人間がねえ」「真面目だと思っていたのに、あんな人間だったとは」「まわりにああ

いう人が普通の顔をして住んでいるなんて怖いです」－－いつものような巷の声が紹介さ

れていた。 

 原子力平和利用を主張するグループは、「反核主義者の実態を暴露する」として、原子

力平和利用に反対する者は言うこととやることが矛盾しているというキャンペーンを張っ

た。放射能拡散事故を告発し、原子力エネルギー依存社会からの脱出を主張しているグル

ープからは、「彼は運動に参加していない。我々とはまったく無関係」という声明が出さ

れた。 

 男は素粒子論を研究する理論物理学者を目指していた。研究室の仲間からは「魔がさし

たとしか思えない」という声しか聞こえてこなかった。 

 

 田舎の父親は気丈夫にインタビューに答えた。「子供の頃からキビを噛むのが好きでし

た。それがいけなかったんでしょうか。都会で住む人間にそんなこと、やらせなければよ

かった……」 

 噛まれた女は、サトウキビから作った調味料を食べていたのだろうか。サトウキビから

作った燃料で車を運転していたのだろうか。それとも、サトウキビから作ったオイルを肩

に塗っていたのだろうか。父親はそんなことを考えていた。 

 

 男は、変態だったのだろうか。男は、文化が異なる宇宙人だったのだろうか。男は、こ

の社会から排除されるべき異常者だったのだろうか。 
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 男は、数日後、処分保留で釈放された。警察署を一歩出たとたん、フラッシュの閃光が

一斉に一点をめがけて炸裂した。それは何度も何度も繰り返された。男は立ちすくんだ。

黒山の人だかりの報道陣の間をすり抜けようにも、すり抜ける空間は１ミリもなかった。

男はいつまでも閃光の中で白く光った。 

 

 男はやがてはドラキュラになった。 

 

☆◇☆☆☆☆☆◇◇◇◇◇◇☆◇☆☆☆☆☆◇◇◇◇◇◇◇☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆△△△

▽▽▽▽▽▽○○◎◎♪♪♪♪♪#####%%% 

 

 私はナッツを思いきり噛んだ。私は明らかにイラついていた。500円のドイツビールを

飲む。目の前の壁に無数にかかっている鳩時計がカッコ―カッコ―と鳴いた。 

「なんで鳩がカッコーと鳴くんだ」。私がふと疑問を口にすると、それを耳にした店主が

穏やかな口調で諭すように言った。 

「ドイツではカッコー時計と言うんですよ」。 

 なに。すると何か。俺は、カッコーをずっと鳩だと思ってたのか？ 

 おかしいじゃないか。なんで学校の先生もおふくろも教えてくれなかったんだ！  

 するってえと何か？ 俺様がアホ～アホ～って鳴く鳩時計を発明して売ってもいいんだ

な。 

「そういう問題ではありません」 

 どういう問題なんだよ！  

「いえ、日本ではカッコーはなじみがないので、身近な鳩ってことになったんじゃないで

しょうか。文化や自然環境の違いでしょう」 
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 おまえ、なんでカッコーの肩を持つの？じゃあ聞くが、日本の鳩車をドイツに持ってい

けば“カッコーぐるま”って言うのか。 

「それはどうでしょう。カッコーは木の上にいますから車になるかどうか……」 

 逆らうね、この人は。景品表示法（不当景品類及び不当表示防止法）っていうのがある

の、知ってる？ 

「知ってますよ。一時期大変でした」 

 そうでしょ。バナメイエビを芝エビって言っちゃいけないんだよ。オーストラリアイセ

エビを伊勢海老って言っちゃあいけないんだよ。 

 カッコーを鳩って言っていいの？ 

「さあ、そこは商慣行というか、お客様との信頼関係というか」 

 じゃあ、言われる方の身になってごらん。ヘクソカズラって知ってる？ 

「知りません」 

 屁と糞だよ。ひどいでしょ。バフンウニもかわいそうだ。人間には差別用語と言ってお

きながら、イザリウオだのメクラウナギなど動物にはいっぱい使っているよね。どう思

う？ 

「ええ、少しずつ変えてると聞いてますが」 

 モドキもひどいもんだ。アユモドキってアユじゃないのか。アユより先に人間がアユモ

ドキに名前をつければ、アユがアユモドキになり、アユモドキがアユになってたんじゃな

いのか。 

 ニセクロホシテントウゴミムシダマシって知ってるか？ ゴミムシでもテントウムシで

もないのに、ゴミムシに見せてだましたと言われ、ニセだとまで言われてんだよ。本人

は、関係ないでしょ、って怒っているよ。 

 カッコー時計はカッコー時計！ それができないんなら、カッコー時計モドキとか鳩だ

まし時計とか名前を変えろってんだ、このハトドケイヤ!!  
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〈鳩時計からカッコーが飛び出し、アホ～アホ～と鳴いた〉 

 

☆◇☆☆☆☆☆◇◇◇◇◇◇◇☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆△△△▽▽▽▽▽▽○○◎◎♪♪♪

♪♪#####%%% 

 

 人混みの中、目の前の若い女性のショルダーバッグのサイドポケットが空いている。フ

ァスナーを閉めてあげましょうか。 

 ファスナーを閉めたらどうなるでしょう。彼女は中のものを盗もうとしている犯人と思

うかもしれません。いや、そうじゃあないんです、と言っても、盗んだ物を仲間に渡した

と勘ぐられるかもしれないのです。 

 実は、サイドポケットには何も入ってなかったということもあり得ます。もしかして、

誰かに声をかけてもらいたくてわざとファスナーを開けておいたということはないでしょ

うか。外からはポケットに何が入っているかはわかりません。少なくともひし形の開口部

には何も見えないのです。 

 階段を登り、そして降り、改札を通り抜け、私は右のエスカレーターへ、彼女は左の階

段へ。そこでやっと、私はショルダーバッグの呪縛から解放されました。 

 

☆◇☆☆☆☆☆◇◇◇◇◇◇◇☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆△△△▽▽▽▽▽▽○○◎◎♪♪♪

♪♪#####%%% 

 

◎戒名: 掌上界天悟空南亭駄樂坊 

 

 男は言った。「今日は私の最後の日です」 
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 友はあわてた。「待て！ 何があったんだ。早まるな」。 

 男は言った。「私は毎日、“最後の１日”を生きています」 

  

 男の説明はこうだった。 

－－60 歳になったら死を考えろ」と言われました。はて、何を考えればいいんだろう。 

 そこで、いつ死んでもいいように生きようと思ったんですが、自分がいつ死ぬかわかり

ません。最初は 1 年後に死ぬとして計画を立てました。1 年経っても生きていました。そ

れから 1 ヶ月後に死ぬ計画を立てました。１ヶ月経っても死にませんでした。 

 そこで気がついたんです。明日死ぬことにしようと。そして、今日一日に集中しよう

と。 

 

 友が聞いた。「１日だけじゃ、何もでできないじゃないか」 

 男は言った。「では、何ができると思いますか」 

 「今日しかなければ、美味しいものを腹一杯食べるとか、好きな人に会って話をすると

か、思い残すことがないようにするよ」 

 男が聞いた。「次の日、たまたま生き延びたらどうしますか」 

 「同じことだ。同じことをするだろう」 

 男は言った。「私は、100年後、200年後まで続くことを考えます。後世に生きる人た

ちのために何ができるか、自分にしかできないことは何か、を考えて、今日一日を過ごし

ます。そうすると、自分が考えたこと、やったことが今日で終わろうとも、次の世代の人

につながるでしょう」 

 男はさらに言った。「明日がなければ、今日の自分が周りの人の印象に残ります。少し

でもいい思い出を残したいと思えば、私は今日は悪いことをしないでしょう。明日生き残
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れば、明日も悪いことはしないでしょう。私はいい人としてみんなの記憶に残ることにな

ります」 

 

 男の人生設計は 120歳までも、200歳までも続いていた。男の目指すものは“永久機関

の発明”だった。もしかしたら、“不老不死の薬の発明”ももくろんでいるかもしれな

い。 

 男の 1 日は永遠へと続く 1 日だったのであろう。 

 

 男は急に小唄を唄いだした。 

 ♯♭雨や大風吹くのに 唐笠がさせますかいな（ハイ） 骨が折れまする 
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 13כꜞכ♩☻♩כꜛ◦

ʹᾣΰ ˳₥м˲ỵ̖ᾣΰ˯ ̅˪ ˝ʺ 

 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 島は長雨の季節に入っていた。 

 

 少年は、ポツリポツリと滴る竹藪の中に身を屈め、周りをゆっくりと、そしてじっと見

回した。枯れた笹がこんもりと盛り上がった何地点かを確認した少年は、右手を伸ばした

かと思うと素早く、そして確実に獲物を手にした。左手に引きずっている段袋は、タケノ

コの頭が口のところまで顔を見せていた。実際、タケノコの頭だの顔だのと言ってられな

いくらいの過密さで、段袋の横からも細いとんがり帽子があらゆる方向に突きだしていた。

段袋に手にしたタケノコを突っ込んで、顔を戻すと、アップキ（ロンコ）と目が合った。

少年は、むんずと鷲掴みにしてポケットに入れた。 

 

 少年は右手で目を覆い、左手で段袋を引きずりながら、竹藪からがさごそと這いずり出

た。竹藪の中では竹で目を突く恐れがあることを少年は教わることもなく知っていた。 

 竹藪から出ると少年は駆けた。山から闇が追いかけてきていた。雨のカーテンが山を駆

け降りてくる。少年は駆けた。だが、タケノコでいっぱいの段袋を背に担ぎながら、柔ら

かいといえ尖ったタケノコに背を突っつかれながらの早足には限界があった。あっという

間に少年は闇に包まれ、滝のような雨に打たれた。 

 少年は駆けるのをやめ、歩き始めた。角を出したパンパンの段袋を担ぎなおし、胸を張

ってゆっくりと歩いた。それは勇者の姿であった。 

 アップキがポケットから飛び出ても見向きもしなかった。 

 

☆◎◎◎◎◎◎◎△△△☆☆☆☆☆☆◇◇◇◇◇◇☆☆☆☆☆☆☆▽▽▽◎◎◎◎◎◎☆ 

 

 父は、親戚の家の縁側にあぐらをかき、道行く人を見守っていた。そこは、投票所とな

った公民館に続く道だった。 

 父は、村民が通るたびに手帳に丸かバツを書いた。この日は、村議会議員選挙の投票日

当日であった。 

 

 集落からは二人が立候補していた。うまく票を分ければ二人とも当選するだけの票が集

落にはあった。だが、少しでも偏れば一人しか当選できない。立候補した二人は村長選挙

で村長派と反村長派に別れて争っており、票割りが必ずしもうまくいっているわけではな
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かった。 

 また、集落外に票が流れれば共倒れになる恐れもなくはなかった。実際、従来の村の慣

習に従わない新興宗教が少しずつではあるが浸透してきつつあった。 

 

 その日、父は長年寝たきりの叔母をおぶって投票所に行った。その叔母の票も含め、投

票に行く人、帰る人の顔を見みながらの票読みはかろうじて当選するほどの数が見込まれ

た。 

 

 結果はまさかの落選であった。しかも１票差の次点。もう一人の候補者は下位ではあっ

たが当選した。 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 「あり得ない」。信じられない思いの中で、道行く人の顔を思い浮かべた。裏切ったのは

誰だ。あいつか、こいつか、それとも…………。叔母の票は、自分が代理署名したのだか

ら確かに自分の票だ。自分の票も自分のものだからこの 2 票は確かだ。では他の兄弟は？ 

母親は？ 妻は？ －－疑い始めたらきりはないが、たった１票差だったのだから、もっ

とも遠い縁の人間の投票を読み違えただけで十分あり得ることではあった。ただ 

これまで一度としてあったことはなかったことだけは確かなことだった。 

 

 思い返せば、議員だったこの４年間、家業もおろそかにして集落のために働いてきた。

集落で管理する山林の払い下げ、納税率の引き上げ、健康診断の実施や学校給食の導入、

農道の整備や耕地整理、集団テレビアンテナの建設や電話敷設、上水道の整備など成果を

挙げればきりがない。 

 それらのどれ一つとってみても、他の議員と比べてひけをとるものではないと思われる。 

 選挙運動はどうだったのだろう。それもいつもの通り、親類縁者を中心に決め細かな票

集めを行った。「もっと押さなきゃだめ。あんたは人がよすぎる」と言われるから、自分が

担当したグループから脱落者がいたのかもしれない。もっと集落外からの票集めをしぶと

くやるべきだったのかもしれなかった。 

 

 しかし、議員でなければやれなかった仕事がどのくらいあるのだろうか。 

 若くして父親を亡くしてから弟妹を育て、結婚してから５人の子供を育てた。まだ一番

下の子供は高校生だ。 

 地域のことを思い、樟脳工場を起こして人を雇い、製材所も経営して産業振興に尽くし

た。地域の子供たちの栄養状態をよくしようと、肉屋をやり、食堂をやり、子供たちの笑

顔が見たくてアイスキャンデーも回転焼きも売った。地域住民の暮らしを豊かにしようと



17 

 

売り掛けが多い衣料店を続け、シイタケ栽培に挑戦したりもした。 

 学校の PTA役員もやり、中学校の統合問題では地権者と村との仲介もした。農協の借金

に苦しむ人の相談にも乗った。それらのすべてがうまく行ったわけではないが、善意でや

っていることだけは誰にでも伝わっているはずだ。でも、選挙に落ちた。 

 考えてみれば、議員になって増えたのは、根回しと多数派工作だ。そんなことが地域の

ためになるのかどうか、疑問だ。みんなのためになることは議員でなくてもできることば

かりではないか。 

 

 落ちてよかったかもしれない。これからは借金を減らすこともできるだろう。 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 選挙は終わった。まもなくして、父は肺癌に侵され、52 歳にして大学生 2 人と高校生１

人を残して死んだ。 

 

☆◎◎◎◎◎◎◎△△△☆☆☆☆☆☆◇◇◇◇◇◇☆☆☆☆☆☆☆▽▽▽◎◎◎◎◎◎☆ 

 

 父の葬式は、土葬でした。墓場の入り口で読経が、暗い陰を落としているあこうの木の

枝々を震わし、兄が挨拶をし、人々が「アヨー、なんでいい人が先に逝くのかね」と泣き

叫ぶなかで、私は泣きませんでした。 

 

 死ぬのは馬鹿だ。泣けば敗けだ。泣くやつは馬鹿だ。死んだら終わりだ。泣いたら終わ

りだ。死んだら敗けだ。 

 

 訳のわからぬ言葉が私の頭の中を駆けずり回っていました。 

 

――――――――――――――――――――――――――― 

「お前は父親の無念を果たしたいのかね」 

 

 それはありません。第一、私と父は別な人間です。思想も違うし、立場も違う。 

 

「ほう、どんな思想だ」 

 

 父は猫の額ほどの土地にしがみつくプチブルです。上昇志向が権力にからみとられ、人

民を裏切ることになったでしょう。私は無産者のために戦います。 
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「古くさい言葉をよく知ってるな。勇ましいのはいいが、実際にこれだけの人がお前の父

親の死に号泣しているのはなぜじゃ。お前の言う‘’無産者‘’のおじいさんが、『生活に

困っていたら、庭の、どうでもいいツツジの木を現金で買ってくれた』と喜んでいたが、

お前はそれをどう考える？」 

 

 私もその家族の無産者の人にかわいがられ、いつも文丹をもらいました。その家族は、

平木で葺いた屋根に石を乗せた家に住んでいました。学校の社会科の教科書には台風が多

い島の生活として、そういう家の写真が載っていましたが、人が住む家で石が乗っている

家はそこくらいしかありませんでした。どこも瓦葺きの家にしたい、私はそう思います。 

 

「お前の父親もそう言っておった」 

 

 それは、見栄からでしょう。本当にそう思うなら社会の仕組みを変えなきゃだめです。 

 

「その無産者の家は、昔は羽振りがよかったらしい。没落したのは自業自得だと言う人も

いる」 

 

 どんな人でも最低限の生活をする権利があります。私はどんな経緯であれ、弱い人の立

場に立ちます。 

 

「いつの間にそんな強い人間になったのかのう。そもそも、お前と父親はつながっている。

死んだら人は土に還り、やがて目に見えぬ小さな粒子となって宇宙に拡散するが、お前の

体の中にはプログラミングされた父親と同じ細胞と魂が組み込まれているのだよ」 

 

 それは遺伝子の話でしょ。顔形や骨格は似てます。でも、性格や思想は別です。私は私

の道を歩きます。「私の前に道はない。私の後に道はできる」です。 

 

「そう言い切れるわけでもなかろう。たとえば、ドーパミン受容体 D1遺伝子は第五染色体

の長腕に存在するし、ドーパミン受容体 D2遺伝子は第十一染色体の長腕、ドーパミン受容

体 D3遺伝子は第三染色体の長腕、ドーパミン受容体 D4遺伝子は第十一染色体の短腕、ド

ーパミン受容体 D5遺伝子は第四染色体の短腕にあるが、そのＤＮＡのすべてにおいて、す

べての塩基配列が、お前と父親は同じなのだ。それは、どんなときにイライラし、どんな

ときにものに動じないか、どんなときに落ち込み、どんなときに明るく振る舞うか、お前

も父親もそう変わらないということなのだよ。実は、遺伝子が乗っていないと言われてい
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る領域の微細な構造も含め、ＤＮＡのなかの複雑な塩基配列の交信が魂となって共振して

いるのをお前は知らないだろう。そこに父親の魂が残っているし、お前の魂の一部ともな

っているのだ」 

 

 私は人に言われてその通りにするのは嫌いなんです。プチブル的な親の考えが私の考え

の中に入り込んでいるわけがない。大体、あなたにつべこべ言われてその通りにすること

はないんです。 

 

「では自分でよく考えるんだな」 

 

 ほらまた私にそうやって指示するでしょ。それが嫌なんです。考えろと言われて考える

こと自体が、考えることの本質から離れている。完全に独立した自分自身の考えを打ち立

てないと親を乗り越えることもできないと思います。 

 

「お前は一体誰と話をしているつもりなんだ。お前と私のＤＮＡは完全に一致している。

すなわち、私はお前自身、お前は私そのものなんだよ」 

 

 なら、ほっておいてください。実際、私は今、何の議論をしているかわからなくなって

いるんです。問題は何でしたっけ？ 

 

「お前の前に未知があり、お前の後に無知が残る－－そういうことじゃ」 

 

・・・（そして、「非条理ショートストーリー06」にもどる） 

 

☆◎◎◎◎◎◎◎△△△☆☆☆☆☆☆◇◇◇◇◇◇☆☆☆☆☆☆☆▽▽▽◎◎◎◎◎◎☆ 

 

 ここに“楽器”があります。まだ名前はついていません。何故ならまだこの世に生まれ

てないからです。 

 ここでは仮に“吊り木琴”と呼んでおきましょう。 

 

 どこまでも広がる草原に、無数の糸が垂れており、その先には 3 本ずつ短い棒がぶら下

がっています。 

 竹でしょうか、真鍮でしょうか、それとも純金。いや、ガラスのように透き通っている

ようにも見えます。きらきら輝き、草原の緑をきらめかせた。 
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 棒でしゃくりあげてみます。 

 

♪# ガシャグシャピシャッキーン 

 

 棒の先に付いた球で叩いてみましょう。 

 

♪# バシャビシャポシャッツーン 

 

 草原の東西南北に大きく枝を広げたガジュマルの巨樹が遠く見渡せる岩山が中央に鋭い

先端を見せてそびえ、その上に髭の男が立ち上がりました。背伸びをし、手を上げ、指揮

棒をまっすぐに降り下ろしました。 

 

♪#  バシャグシャピシャッチーン 

 

 大きな音がしました。いえいえ、それは壮大かつ厳かなる一大音楽、総合芸術の終わる

ことのない始まりだったのです。 

 

 指揮者は激しく指揮棒を振り回しました。その足元は尖った岩でした。男は飛び上がっ

たとたん、足を踏み外し、後ろ向きに倒れ込んだかと思うと、崖を背中にしながらまっ逆

さまに落ちていきました。男は重力のままに加速され、やがて体重とは無関係に終端速度

に達し、等速落下運動に変わりました。男にはフワッとした感覚とともに空中に浮いた快

感を覚えました。 

 男はゆっくりと手を広げ、タクトを左右させました。 

 

♪#ピチャップチャッポッチャーン 

 

 吊り木琴が物音を立てました。大きく強くタクトを振ると、大きく強い物音がしました。

小さくやさしく振ると小さくて弱い物音がしました。 

 男はタクトを振り続けました。ゆっくり、弱く、速く、強く、やさしくたおやかに、豪

快にたくましく…………。すると、次第に物音のリズムが揃い始め、徐々に和音を作って

いきました。やがて無数の吊り木琴は壮大なオーケストラになっていました。そよ風と木

の葉のおしゃべり、小鳥のさえずり、もぐらのあくび、蛇のダンス、雷の雄叫び－－何で

も音楽になり、草原を駆け回りました。 
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 音はやがて無限の微細粒子（音子）となり、次から次へと誕生し、地球上を埋め尽くし

ました。それはやがて反応しあい、まろやかな弱いメロディのときには小さな粒子に、空

を轟かせそうな強い音が響くときには大きな粒子になりました。粒子が増えるにつれて音

楽は小さくなりました。そして、私の耳にも聞こえなくなりました。 

 そのときにはすでに、地球には生き物が棲息するに十分な気体に満たされていました。

今ではそれは“空気”と呼ばれています。しかし、残念ながら空気は宇宙を満たすまでに

は至りませんでした。薄皮饅頭の皮のように、頼りなげに地球を覆っているだけでした。 

 

 音楽は演奏され続けています。その楽譜には終わりという文字がないのです。しかし、

生き物たちはその音楽が聞こえません。 

 音楽はいつまでも続きます。たとえ聞こえなくても、それを体か心のどこかで受けてい

るはずの生き物たちがいます。生き物たちがいなくなったとき、その音楽は終わったと言

えるのかもしれません。 

 いえ、それでも音楽は続きます。生き物たちがいなくなったとき、音楽は物音となって

宇宙に飛び出していくのです。 

 

＜男は物体となって落ち続けました。＞ 

 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 
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 14כꜞכ♩☻♩כꜛ◦

ʹ ˛̆ ˙̐̆˛ˮˈ Țυ ț ϣ ʺ 

 

私は殺されるのはいやだ 

男がナイフを手にして私に迫る 

想像しただけでも背筋が凍る 

胸をえぐられたときの血しぶきは考えるだけで恐ろしい 

ナイフを手で払いのけたとき、手首に刃が当たったらそれだけでも血が飛び散るだろう 

そのとき垣間見る相手の顔はどれだけものすごい形相か。 

 

私は殺すのもいやだ 

自分が我を忘れて凶行に及び 

血糊がついた包丁から血がしたたり 

そこではっと我に返るのか 

鬼になったまま暴れまわるのか 

そこに倒れているのは誰？ 

 

自分は人を殺そうと考えたことはなかったか 

 

親父が肺癌末期で入院したとき 

「痛い、痛い」と悲鳴をあげ 

「看護婦を呼べ」とわめいた 

「痛み止めは何回も打てないから」「もうちょっと待って」 

待てるわけもなく一晩中わめき散らす 

「看護婦さんを呼んだから」と嘘を言い 

それでも時間を見て来てもらい 

眠ったときは一瞬の平安 

くたくたになって朝、叔母に代わって学校へ 

「どうせ助からないんだから早く死んでくれればいいのに」 

悪魔の声が胸の奥から響いてくる 

本心といえば本心 

ブルッブルッと頭を振って悪魔を追い払う 

 

親父につながった管を引きちぎらなくてよかった 
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病院を出たところで大声をあげなくてよかった 

駅のホームでナイフを振り回さなくてよかった 

あのとき、 

手に斧を持っていたら 

手に機関銃を持っていたら 

カバンに爆弾が入れてあったら 

誰かが頭の中で「やれ」と言ったら………… 

 

＜殺意はいつでもどこでも見え隠れしている＞ 

 

Ά＊Ά＊Ά＊Ά＊Ά＊Ά＊Ά＊Ά＊Ά＊Ά＊Ά＊Ά＊Ά＊Ά＊Ά＊Ά＊Ά 

 

「犯人は、何食わぬ顔で被害者宅の近くで暮らしていました」 

 テレビのニュースは、犯人像を伝えていた。 

「おとなしい普通の人でした」 

「あんなことをする人とは思いませんでした」 

 近所の人が画面で首から下だけ見せて語った。 

「あんな人が近くに住んでいたなんて怖いです。誰を信じていいかわかりません」 

 

 でも、犯罪者はみな普通の人。殺人は私たちの社会の内側で起きている。犯人は私たち

の仲間であり、私たち自身でもあるのだ。 

 

☆◇☆◇☆◇☆◇☆◇☆◇☆◇□△▽☆◇☆◇☆◇◎○▽△□◇☆ 

 

「ロケット弾がどこからともなく飛んできて学校を吹き飛ばしてしまいました。犠牲者の

数はわかりません」 

「病院への攻撃は無人爆撃機の誤爆によるものです。無人爆撃機はテロリストのアジトを

狙ったということです」 

 テレビには犯人の顔は出ない。いつものことだ。ただ悲惨な現場の映像が流されるだけ。

だが、どこの国から飛んできたかは誰もがわかっている。 

「まさか民主主義を標榜する国がこんなことをするなんて思ってもみませんでした」 

「人道に反するとして他国を制裁する国が民間人を殺すとは、正義はどこにあるのでしょ

うか」 
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 国家は、正義を振りかざす。国家犯罪は国際法に違反しても指導者が罰せられることは

ない。強ければ。核兵器を世界一多く持っていて、核兵器廃絶を言えばノーベル平和賞を

もらえる国であればなおさらだ。 

 

正義は絶えず強者の側にある。 

国は必ず勝とうとし、国がなくなるまで殺し合う。 

人々は、欲を力に、貧しさを恨みに、恨みを抹殺に変えるしかない。 

そのとき、人々はどんな形相をするというのか。 

 

「こんな国に住みたくありません」と叫んでみよう。だが、 

――人が住むかぎり地球上に安全地帯はない―― 

 

☆◇☆◇☆◇☆◇☆◇☆◇☆◇☆◇☆◇☆◇☆◇ 

 

●かつて私は神に選ばれた。神は言った――「生きとし生けるものすべて集い、地上を楽

園にせよ」。 

 

●私は罪深い。私は神の言いつけを実現できなかった。しかし、神は私の代わりに罪を受

けられた。神は人類のすべての罪を負った。その神がまさしく今、溜め込んだはずの慈悲

を怨念に変え、恨みをむき出しにして逆襲しようとしている。 

 

●ふたたび私は神に選ばれた。神は言う――「人を消せ、地上を浄化せよ」。 

 

☆☆◇◇◇☆☆☆☆◇◇ΆΆΆΆΆΆ◇◇☆☆☆☆☆☆◇◇◇◇◇◇◇ 

 

「お前は非武装中立を言うが、それは理想主義だ。この世には、悪い人もいる。戦争をし

たい権力者もいる。領土を拡張したい国もある。他国が攻めてきたとき、お前はどうやっ

て愛する家族を守るんだ」 

「国と国の問題は、まずは話し合い外交によって解決するべきものです」 

「甘いんだよ。領土は武力で制圧して勝ちとるのが普通だ。なめられないようにしないと

攻められるんだ」 

「武力に武力で対抗しようとすると果てしない軍拡競争に陥り、どこまでも緊張は続きま

す。一触即発の危険性があるなかでは経済は発展しません。信頼と互恵関係がないなかで

安定した貿易や交流ができるわけがなく、平和な生活も、多様な価値観を認め合う社会も
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消えるでしょう」 

「力を見せつけながら外交力を発揮するんだ。グローバル社会の中で相手国だって、貿易

ができなければ経済がおかしくなり、国民の不満を押さえきれなくなることはわかってい

る。だが、一時の暴走だってありうる。それに備えなければならん」 

「我が国の権力者だって暴走しかねません。そのとき暴力装置である軍隊を持ち、高い攻

撃能力を持っていたら取り返しのつかないことになるでしょう」 

「相手は強力で、無謀なんだ。我々が弱ければ我々が傷つくんだ。お前は愛する家族が目

の前で殺されてもいいのか」 

「逃げればいいんです。逃げれば両方とも助かります。戦えば、どっちか、場合によって

は両方とも傷つきます」 

「逃げるだけではだめだ。いずれ皆殺しに遭うだけだ。お前は愛する家族のために戦わな

いのか」 

「相手にも家族があります。私には人を殺せません」 

「鬼のような敵を前に愛する人が殺されてもいいのか」 

「それはいやです」 

「じゃあ戦え。武器を持て。引き金を引け」 

「いやです」 

「じゃあ、愛する人も家族も殺されてもいいんだな」 

「……………いいです！ でも、私が楯になって先に死にます。死ぬまで非暴力で説得を続

けます」 

「そして、国家が消滅するのだぞ」 

「国家なんてどうなってもかまいません。憎悪の連鎖はやがて人類を滅びさせるのですか

ら」 

「始皇帝やローマの時代から戦争はあるが、人類は滅びてなんかいないぞ」 

「いいえ、やがて滅びます。だから殺し合いを絶対悪とし、非暴力によって問題を解決し

なければならないのです」 

「話し合いがうまく行かないから言っているんだ」 

「話し合いは厳しいものです。簡単に諦めてはいけません。愛する人を殺させてはいけな

い、愛する人に殺させてもいけないと思う心で話し合うべきです。どこまでも暴力を使わ

ないという覚悟が大事です。私はそのために犠牲になってもかまいません。ただし、相手

が私を殺すことも認めてはなりません。私が相手を殺すことと同じことですから。殺して

も殺されてもいけないのです」 

 

ΆΆ◇☆◇☆◇☆◇○▽ΆΆ△□◇☆◇☆◇☆◇☆◇☆ΆΆ 
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 国家は暴力装置なり。軍はその一部にすぎず、国民が力で国を守ると考えたとき、国民

も民主主義も暴力装置の一部となる。 

 国家が真の意味で国民の生命と財産を守るとすれば、国家は暴力装置を放棄しなければ

ならない。その場合、多くの地域がほとんどすべての分野において自決権を持ち、国家を

超えて世界の各地域と交流し、揺るぎなき信頼関係が築かれなければならない。国家の役

割は、福祉や医療、教育に関する政策の調整や国レベルのインフラ整備などに限られるで

あろう。 

 防衛の基本は、「ハリネズミ防衛主義」ならぬ「丸裸無防備主義」である。 

 

 世界の指導者は誰もが世界平和を主張する。そして言う－－「力なくしては平和は守れ

ない。国民を守るために私は戦う」。さらに言うだろう－－「丸裸無防備主義は現実にはあ

り得ない。それは敗北主義であり、破滅につながるひ弱な理想主義である」と。 

だが、本当にそうなのか。 

 

 実は子供でもわかる簡単なことなのではあるが、誰も本気でやろうとしなかっただけな

のだ。なぜなら、丸裸無防備主義の考えはすでに様々な形で用意されていることばかりだ

からだ。平和への願い。それは太古の昔から変わってはいない。ジュネーブ条約と国際連

合憲章前文、日本国憲法第 9 条を読むだけでも簡単にわかることだろう。 

 

 一つの例を挙げよう。ジュネーブ条約「無防備地域宣言」である。 

◎地域住民が戦争に巻き込まれることを避ける方法: ジュネーブ条約「無防備地域宣言」◎ 

 ジュネーブ条約には、中立地帯や非武装地帯など非戦闘員を保護する地区の指定が定め

られており、第一追加議定書第 59 条では、無防備地域（非防守地区）が宣言された地区に

攻撃を加えてはいけないことが定められている。 

 無防備地域を宣言するために満たさなければならない条件は以下の４つである。  

1)すべての戦闘員並びに移動用兵器及び移動用軍用器材を撤去しておかなければならない  

2)固定の軍用施設又は設備をいかなる敵対的使用にも供してはならない  

3)当局によるも又は住民によるも、いかなる敵対行為をも行なってはならない  

4)作戦動作を支援する一切の活動を行ってはならない  

 

 これまでも自治体規模で無防備地域宣言の声をあげようという運動はあったが、必ずし

も成功していない。防衛・軍事は国の専権事項であり、実効性がないという理由からのよ

うだが、住民の安全を維持し、生活を守るのは自治体としても最重要課題である。交通安
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全や核廃絶と同じように、無防備地域宣言をやってみればよいのである。そして、地域か

ら起こった声を世界のさまざまな地域に伝える。それこそが草の根の平和外交ではないか。 

基地がある地域は「宣言を出したいから基地はいらない」と叫ぼう。軍隊は「災害機動

隊」に変わってもらおう。 

無防備地域宣言は、私たちが「殺し殺される」ことを拒否し、丸裸無防備主義を現実化

する一つの道を示している。 

  

Ά******************* ΆΆΆΆΆΆ***************** Ά 

 

 積極的平和主義者は戦争に向けて高らかに進軍ラッパを吹く。その先に進めばもう引き

返すことはできない。命も社会も自然も破壊されるからだ。 

丸裸無防備主義者は、いくらでも引き返すこともやり直すこともできる。殺しも殺され

もしないからだ。だから勇気と覚悟をもって進めばいいのだ。 

 

●神は言うだろう。 

「人は丸裸になったとき、その本性を現す。善か悪か、それによって生き残るか滅びるか

が決まる」 

 

ợ ☆ ◇ ☆ ◇ ☆ ◇ ○ ▽ △ □ ◇ ☆ ◇ ☆ ◇ ☆ ◇ ☆ ◇ 

Ἒ 
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不条理ショ－トストーリー15 

ʹ ̖̆˧˪˝̏Ț ϣ̝̻ͮͻ̮ͮ̓ͨͻͦ ț˲ȟʺ 

 

 緑深い山道の横の岩の間からちょろちょろと滲み出る水を思い浮かべながら、自宅の洗

面所の水をちょろちょろと出し、手ですくいながら顔を洗ってみませんか。 

 「環境保護のため」「資源の無駄使いをしない」「節水コマを使おう」などという世俗

的な思いから解き放たれ、心地よい一日が始まります。 

 木立の奥遠く、小鳥の声が聞こえませんか。脳の伝達化学物質がフィトンチットに変わ

っているかもしれません。 

 

 そうです。人間はちょっとした心の持ちようで幸せにも不幸にも感じるのです。どうい

う事態に陥ろうとも、足下の小さな幸せを大事にしましょう。どんな大変なことがあって

も毎日の出来事に感謝しましょう。人の間違いを責めるのではなく、自分の至らなさを思

い、人間性を高める喜びを持ちましょう。不満を成長の糧にすることで喜びがわき、社会

に順応し、世のため人のために尽くすことができます。 

 そういう人は、国を動かすことがどんなに大変なことかも想像することができます。国

を動かしている人たちへの感謝の念も自ずと生まれ、徳の高い強い国ができあがるので

す。 

 

☆☆☆☆☆☆☆☆◇◇◇◇◇◇◇☆☆☆☆☆☆☆☆☆◇◇◇◇◇◇◇☆☆☆ 

 

－－国は非常大権を憲法で明文化しようとしていますが、国民をしばりつけようとしてい

るのではないですか。 

「私たちが国民をしばるわけがないじゃあないですか。もし、そう思ったら選挙で落とせ

ばいいんですから」 
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－－我々報道機関に対して陰に陽に圧力をかけているではないですか。報道規制の強化に

つながります。 

「わたしたちがあなたたちの報道を規制するわけがないじゃないですか。もし、そう思っ

たら紙面や番組で批判したらいいんです」 

 

－－非常大権は、国民の人権を無視し、自由な報道をさせないことにつながるのではない

ですか。 

「あなたたちにそんなに力がないというのであれば、それは私たちの問題ではなく、あな

たたちの問題でしょう。あなたたちは第四の権力を持っているのですから。 

 第一、新聞やテレビでは、現にいろいろな主張がされています。私たちを応援してくれ

るメディアもありますから私たちは何も困っていませんよ」 

 

－－ジャーナリズムは真実を報道し、権力をチェックするのが役目です。国家権力とは緊

張関係になければなりません。 

「そんなことを言っても、私はあなたたちの会社の社長としょっちゅう会食しています

よ。政策を作ってもらったり、選挙情勢の情報交換をしたりもしています。だから最近の

選挙報道はよく当たると思いませんか。あなたたちの先輩のなかには政策秘書や政治家に

なっている人もたくさんいます。私もその一人です」 

 

－－政府は非常大権を憲法で規定し、関連の 100の法案を成立させようとしていますが、

国民の権利を制限する政策に対して国民の中から批判の声が上がっています。 

「馬鹿も休み休み言いなさい。あなた方が言っている国民って誰のことですか。 

 私たちは選挙に勝ったのですよ。公約に非常大権のことは入れませんでしたが、野党は

ずっと口にしていました。しかも、党の方針の中には昔から入っているのです。選挙後の
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政権支持率は低くないのにそんなことを言ってたら、あなたたちの方が国民に見放されま

すよ」 

 

－－個別案件ごとに世論調査を行えば、いつも過半数の国民が非常大権に反対です。 

「聞き方があるでしょ。非常大権に不安があるか、と聞けばあるという人が多くなります

よ。でも、他国が侵略したときにわがままな国民やテロ集団が勝手な行動を取ることに不

安を感じるという人は多いし、大災害の時に復旧車両やヘリ、救助隊を優先させたり、支

援物資を強権的に集めたり、じゃまな家屋を壊したりすることを許容する人も多いんだか

ら、それは結局、非常大権を支持しているということになるんですよ」 

 

－－ジャーナリストは常に権力の横暴に目を光らせ、警鐘を鳴らし続けなければなりませ

ん。 

「権力敵視に凝り固まった、偏った報道をやっている番組や新聞社も一部あるようです

が、法律が成立したらそんな勝手は許されません。大体、そういう人たちの取材は、黙っ

て人の家に入ったり、ゴミ箱をあさったりで、元々法律違反ばかりです」 

 

－－それは時代錯誤というものです。いまどきそんな取材はしません。今は、ネット情報

を調べたり、行政に情報公開を求めたりする近代的な調査報道が主流です。 

「だから、そういう行き過ぎを禁止する法律ができるんです。そもそも行政が情報を非公

開にするのは国民や国益を守るため。その趣旨もわからずに情報を入手し、メディアで国

民を扇動するようなことは社会的に許されません」 

 

－－ジャーナリストは悪法には負けません。たとえ法律違反と言われても真実を求めて国

民に伝える活動はやめません。 

「あなたはそのうち国家混乱罪で逮捕されるでしょう」 
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－－報道の自由は、社会の健全性を保つ上で重要です。法律に違反した取材方法であって

も、報道された内容がその違反以上の利益を社会にもたらした場合、法律違反は許される

と考えます。ただし、社会から公益に至らない行動だと判断されたら潔く責任を取りま

す。 

「偉い！ 私と同じです。私も、非常時に国民と国益を守らないといけないとなったら、

憲法を無視しても指揮命令の義務を果たさなければなりません。憲法を破っても国を守れ

ばいいんです。あとでそれが誤りだと言われたら潔く責任を取ります」 

 

－－国民の知る権利を守るためにやることと国民の権利を制限することは違うことだと思

うんですが. …。 

「国民を守るということでは同じですよ。でも、私の方はもうすぐ合法に、あなたの方は

はっきりとした違法になります」 

 

－－そこまでして何を実現したいのですか。 

「私が目指しているのは“聖人政治”です。そして、国の形として“有徳国家”を作り上

げたいと思っています」 

 

☆◇□△※◎○▽△□◇☆☆◇□△▽○！Σ( ×_×;)!?( ・_・;?  

 

「玉砕という言葉を知っておろう」 

 102歳になるという老人がおもむろに口を開いた。 

 1943年 5 月、アリューシャン列島アッツ島を守っていた日本軍は上陸したアメリカ軍

と戦い、全滅した。 
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「玉砕とは美しく砕け散ることじゃが、日本軍は見殺しにされ、高地陣地の霧のなかで悶

え狂い、砲撃に砕け散るのみだった。最後は万歳突撃と集団自決じゃ。とてもウツクシイ

トハ言えまいて」 

 大日本帝国は、アッツ島守備隊に対して玉砕命令を発した－－「軍は海軍と協同し万策

を尽くして人員の救出に務むるも地区隊長以下凡百の手段を講して敵兵員の燼滅を図り最

後に至らは潔く玉砕し皇国軍人精神の精華を発揮するの覚悟あらんことを望む」 

 助けにいかないから死ね、という命令だった。アッツ島守備隊司令官は最後の電報を東

京の大本営に打った－－「野戦病院に収容中の傷病者は其の場に於て軽傷者は自身自ら処

理せしめ重傷者は軍医をして処理せしむ 非戦闘員たる軍属は各自兵器を採り陸海軍共一

隊を編成 攻撃隊の後方を前進せしむ 共に生きて捕虜の辱しめを受けさる様覚悟せしめ

たり」 

 

 2016年 2 月、日米合同の軍事演習があった。テーマは「離島奪還」であり、オスプレ

イが飛び、水陸両用艇で上陸する作戦が行われた。殺される心配のない訓練ではあるが、

これが本番ならまさしく 70 年前の再現になるだろう。 

 

「皮肉なことだ。太平洋の島々で殲滅戦を戦った者同士が 70 年後に一緒になって、取ら

れた島を取り戻す戦争をしようとしている」 

 老人は昨日のことのように玉砕（総員壮烈なる戦死）した島々のことを話し始めた。 

・1943年 5 月アッツ島、11 月ギルバート諸島のマキン環礁、タラワ環礁ベティオ島、

アベママ島 

・1944年 2 月マーシャル諸島のクワジェリン環礁、ブラウン環礁、7 月ニューギニア西

部のビアク島、マリアナ諸島のサイパン島、8 月テニアン島、グアム島、9 月パラオ諸島

のアンガウル島、11 月ペリリュー島 

・1945年 3 月ビスマルク諸島のニューブリテン島、硫黄島 
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 そして、1945年 6 月 23 日、沖縄の守備隊は「総員壮烈なる斬り込み」を敢行し、玉砕

した。 

 

 大本営はすでに 1944年 6 月の時点で「もはや希望ある戦争政策は遂行し得ない。残る

は一億玉砕による敵の戦意放棄を待つのみ」としていた。ポツダム宣言を受け入れる 1 年

以上前のことだった。その間にも多くの兵士や民間人が死んだ。 

 

 老人はつぶやいた。 

「当時、日本人は 7 千万人。1 億人は朝鮮人や台湾人、その他占領地の住民も入れてのこ

とじゃ。全員死ねば敵は戦意を放棄するのは当たり前じゃが、みんな殺しておいて何が残

るというのか」 

 

☆◇☆◇☆※◎○▽△□◇☆(~_~;)( ／＼) ＼(o) ／☆◇☆◇☆ 

 

 青年は完全武装していた。武装といっても武器を持っているわけではない。それはウェ

アラブル IT の進化形と言ってしまえば簡単だが、外見は何のヘンテツもない姿のままで

の完全武装なのである。 

 眼につけているコンタクトレンズは、単に視力調整をするだけではない。眼には存在し

ないはずの物も写し出されていた。 

 突然雲の中から戦闘機が突っ込んできた。その瞬間、青年は左目でまばたくと、レンズ

の中で戦闘機が撃ち落とされた。と、屈強な若者が近づいてきて話しかけようとした。青

年は再びまばたき、若者を銃撃して消した。猫がすり寄ってきた。青年は右目をゆっくり

と閉じた。猫は「にゃーん」と鳴いて消えた。 
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 右手から左方向に何かが通った。確かに微かだが耳に心地よい振動音が残り、空気の揺

れもまだ感じられるほどだ。その物体は青年の体に突き刺さったはずなのに、何事も起こ

らなかった。たぶん、超高速のリニア浮遊車が通ったのであろう。その瞬間、青年の体は

ジャンプした。全身に塗ったＡＩ筋肉剤が物体を感知して自動的に作用したのだろう。青

年の脳は何も感じていなかった。 

 10 年前、すべての人間はＡＩ筋肉剤を塗ることになった。ＡＩ筋肉剤は自律的に作用

し、地球上の空間に起きた事象のすべてが世界連邦情報センターに把握され、完全なコン

トロール下に管理されるようになった。 

 

 いまや世の中に武器というものはない。だから殺し合いも戦争もない。頭に浮かんだ殺

意はすぐにバーチャルに処理され、脳から悪意が除去された。「殺したい人間がバーチャ

ル空間に出現し、まばたきで消す」というのも処理の一つである。 

 ＡＩ（人工知能）が進むにつれ、脳は退化し、五感がとらえる感覚に反応しなくなって

いた。今ではわずかに感情という機能だけが残存している。感情の発露は社会にいい影響

を与えるのか悪く作用するのかわからないのでＡＩによって管理し、社会の秩序が維持で

きるようにコントロールされていた。 

 

(@_@;)□◇▽◎○@○▽△☆◇◇☆¤∮∑⊿┴┤┼┬├( - . - )Zzz・・・・ 

 

 なぜこの世界が武装解除され、兵器がなくなったのでしょうか。それは必ずしも平和が

尊ばれたからではありません。 

 

 昔この列島は二度ほど焦土と化しました。東坊ヒデキという人とアベ真理王という人が

リーダーだったときだと聞いています。 
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 戦争というのは、戦争の記憶が薄れるにつれ、起きる可能性が高まるそうです。東坊時

代とアベ時代の間には 70 数年という時間の隔たりがあり、戦争の悲惨さを体験した人が

ほとんどいなくなったとき再び戦争が始まったといわれています。 

 アベ真理王は「真理はスクラップ アンド ビルドにある。破壊の度合いをコントロー

ルできる適度な戦争は経済発展をもたらす」というアベノリクツ理論を主張し、「戦争も

経済もアンダーコントロールされる」と世界に宣言しました。 

そして、「戦争を体験しないと戦争の悲惨さはわからない」という国民の声を受け、「コ

ントロールされた戦争は平和を育む」という平和宣言を発しました。ときどき起こる紛争

は国民を一致団結させる効果がありました。 

 アベトモ軍団のリーダーは子どもに言いました。「いいかい、完全な平和は社会を堕落

させる。溢れんばかりの愛情は兵士をおじけさせるんだ」 

 

 いくつかの小競り合いのあと、突然ミサイルが飛び交い、あっという間に核爆弾と核発

電所が連鎖反応を起こし、世界中に核爆発と放射能汚染が広がりました。人々はいかにア

ンダーコントロール理論が危ういものであったかを知らされました。人の記憶や想像力が

頼りにならないことを知った瞬間でもありました。 

 「戦争の悲惨さはＡＩに記憶させよう」－－大科学者が提唱したとき、誰も反対する人

はいませんでした。そして、戦争をアンダーコントロール状態に保つにはどうしたらいい

か、考えました。 

 

 そうだ！ 戦争をバーチャルな世界に閉じ込めよう！ そうしたらいくら人を殺しても

人は死なない。しかも、バーチャルな戦いはどこまでもエスカレートするから次々にソフ

トが開発され、経済は発展し続けるだろう。 

 

 かくして地球上の人類はみな、ゲーム戦士になったのです。 
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 そして、たったひとつの決まりがＡＩ憲章として決められました。 

「兵器を 持たず、作らず、使用せず」 

 

☆◇□△△▽○○◎)&¥▽!^/(~_(..)_~) ⊿;)(./.) ◎○△☆◇□☆☆☆☆☆☆☆ 

 

 何百年もの間、冷凍庫の中で眠っていたアインシュタインの脳が動き始めた。 

 反応することをＡＩに任せ、退化を続けてきた脳たちが、残った力を振り絞って働きか

けた成果だった。 

 

 戦闘機を消した青年のまばたきはＡＩコンタクトレンズの機能と考えられた。だが、本

当にそうだったのだろうか。脳の一部に意思というものが残っている可能性がまったくな

いとは言えなかった。少なくともアインシュタイン脳は、脳たちが一部先祖帰りしている

のを感じ取っていた。一つ一つの脳波は弱かったが、一気にアインシュタイン脳に向かっ

てきたエネルギーは、生半可なレベルではなかったからである。それらは「私たちが意思

を取り戻すことに力を貸してください」と訴えていた。 

 

 アインシュタイン脳は何もするまいと決めていた。 

 わずかな記憶のなかに、かつて世界認識を変えた理論が超破壊兵器誕生につながったこ

と、敵対国の超破壊兵器開発を抑止するために作った自分達の兵器が唯一、実戦で大量殺

人を冒してしまったこと、が浮かび上がっていたからである。 

 

 アインシュタイン脳はつぶやいた。 

「平安は、電気信号と化学反応、そして沈黙によって獲得される」 
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☆☆☆☆☆☆☆******* **** ☆☆☆☆☆☆☆********* ☆☆☆☆☆☆☆ 

 

 一人の脳が歌い始めました。 

♪青くなってしり込みなさい 逃げなさい 隠れなさい♪ 

 

やがてそれは声なき声となって脳同士が共鳴し合い、脳の世界を流れました。アンダーコ

ントロール状態の唇のＡＩ筋肉剤がわずかに震え、心なしか唇に色が差してきたように見

えました。 
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不条理ショートストーリー16 

ʹ ˬ ˬ ː θ˯˹̏ ˮː̅˟˛̂˯ʺ 

 

死臭がする。 

満員電車の扉が閉まり、わずかな風が鼻を通りすぎるとき 

ふわっと鼻腔に広がる臭いは 

私の体の内部のものだ 

 

死臭だ、確かに。 

婆さんが死んだときは乾いた臭いだった 

親父のときはやや重い湿った臭いだった 

私の臭いは、鼻腔の一部によどんでおり、わずかな風で感覚細胞にひっかかり瞬間、消え

る 

 

死臭は、私の体細胞のあえぎだ。 

私に何かを伝える 

私はわかっている 

私は何もしない 

 

☆◇☆◇☆◇☆◇☆◇☆◇☆◇☆☆◇☆◇☆◇☆◇☆◇ 

 

1995年 1 月 17 日午前 5 時 46 分 52 秒 

兵庫県南部地震発生。 

最大震度 7、マグニチュード７. ３ 

ビルが倒れ、市場や住宅が燃え、 

神戸淡路大震災となった。 

 

2011年 3 月 11 日午後２時 46 分 18.1 秒 

東北地方太平洋沖地震発生。 

最大震度７、マグニチュード 8.4  

家が流され、人も家畜も流され、 

東日本大震災となった。 
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☆◇☆◇☆◇☆◇☆◇☆◇☆◇☆☆◇☆◇☆◇☆◇☆◇ 

 

時が流れ、場が変わり 

達陀の踊りはなぜかこの地で躍動する 

 

*********************************  

坊主の群れはたたらを踏み、地をとどろかせて跳ね回る 

身を打ち叩き、走り、業火を振り回し、水を与える 

 

それは二世尾上松緑の胸に渦巻き、心に響いた情動が成した芸術 

それは奈良東大寺二月堂にあったもの 

その元は実忠和尚が見た天界の修行 

天の１日地上の 400年を一心不乱に一気に我が身に叩きつける 14 日間 

火と水の宇宙の断絶と連続 

 

礼堂に座すと 

闇の空気が流れることしかわからぬ内陣を 

修行僧がバタバタと下駄を鳴らし 400年を駆け回る 

ときに一人の僧が飛び出してきて前を抜け、体を宙に飛ばして五体を地に投げつける 

ガターン、バターン 

鬼も逃げ出す大音響に 

僧の内部の怨霊も煩悩も飛び散るであろうが 

空間を共にする凡人の魂も浄化されざるをえない 

 

戸帳が開くと二人抱えの大松明が 

明々と火の粉を振りまき、 

叩きつけるとさらに大きな火の玉が 

砕け散る 

どんどんどんと床を突き 

打ち振り引き回される大松明は 

煩悩のすべてを焼きつくす火を飛ばす 

 

気がつくと 

女人禁制の礼堂と回り廊下を隔てる格子から 
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無数の女の手のひらが差し出されている 

僧はそこに遠敷明神の水を差す 

水は若狭の国につながる清水 

十一面観世音菩薩 

******************************  

 

火で邪を払い、水で身を清める儀式を千数百年も続けてきたこの島で 

神戸の街を火が焼き、 

三陸の村や原発の岸を水が襲った 

 

何かの力が 

何らかの力が作用している 

何かある 

何かが変わった 

 

この世の 400年が天界の１日であることを忘れたか 

 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

達陀から韃靼、そして匈奴へ 

思いは連なり、かの中央アジアへ 

 

**************************************  

草の香りが大気に流れ、裸馬が踊るように駆ける 

ユーラシア 壮大なる大陸 

広大なる草原 パオと馬乳と子どもと女 

かつて雄々しい匈奴の国 

 

闘いと遊牧が続き 

侵略の風は 

長城にぶつけられた 

ぶつけては跳ね返され 

跳ね返されては乗り越えた 

 

憎悪と融合、分裂と抗争 
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血と涙が乾いた風に乗り、やがて減衰して歴史の彼方に消えた 

草の大地 かの匈奴の国 

 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 

2011年 4 月 11 日午後 5 時 16 分 

震度 6 弱マグニチュード 7 

東北地方太平洋沖地震余震発生。 

 

私は道路だけが片付けられた瓦礫の中にいた 

高台から見れば空襲のあとの風景 

 

友が学んだ中学校を見、保育園の前を過ぎ、津波に耐えた親戚の家を眺め、かつて住んだ

ことのある場所に立つ 

そこに家はない 

 

私は津波の破壊力を思い 

友は人々の無念さを思う 

あの日 人が流され、帰ってこなかった 

その数 120 

 

大地が再び大きく揺れた 

震度 6 の揺れに 私と友は逃げた 

目の前で眠っていたかのような軽トラックは 

急発進して後ろ向きのまま走り去った 

一瞬のうちにわずかばかりの人影が消えた 

 

片付けられた道を走る 

だが、海はいつまでも近い 

道は海岸線に平行に走っているからだ 

道と道の間は瓦礫が遮り、そこに見える山ははるかに遠い 

 

30 センチの津波が 10 メートルの津波の記憶を呼び覚ますとき 

死の恐怖も極限に達するのか 
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この日 土砂崩れで 4 人が死んだ 

   

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 

◆太平天国の乱 20000000- ◆島原の乱 45000- ◆ウンデット・ニーの虐殺（スー族）300◆ポ

ル・ポトの大虐殺 1200000- 1700000◆スターリンの大粛清 500000- 1700000◆ロッド空港乱

射事件 29◆地下鉄サリン事件 13◆パリ同時多発テロ 138- ◆相模原障害者施設殺傷事件 19

◆韓国フェリー転覆事故 312◆第一次世界大戦 16563868◆第二次世界大戦 60000000-

85000000◆朝鮮戦争 5560000◆ベトナム戦争 8137000◆第 2 次アフガニスタン紛争 48000-

◆イランイラク戦争 1000000◆イラク戦争 4804◆四川大地震 87419◆伊勢湾台風 5098◆神

戸 淡 路 大 震 災 6437◆ 東 日 本 大 震 災 18456◆ F35A 戦 闘 機 94600000000整 備 用 器 材

42300000000滞空型無人偵察機グローバルホーク 17300000000整備用器材 2200000000尖閣

防衛新型潜水艦 76000000000奄美大島移動式警戒管制レーダー展開基盤整備 200000000新

空中給油・輸送機 KC- 46A 取得 31800000000ティルト・ローター機 V- 22 オスプレイ取得

39300000000補用品等関連経費 39200000000 在日米軍従業員給与費 121300000000在日米

軍施設光熱水道料等 24700000000総額 5168500000000円◆ 

  

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 

地上で１日を過ごす我々は、天界の 1 日を歩くに 14 万 6 千倍で走り続けなければならな

い。 

それは人間の能力にとって無限大に近く、天界にとっておおよそ無に等しい。 

が、無ではない。 

 

 

 

 

［第２巻（上）終わり］ 
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不条理ショートストーリー17 

ʹ ̖ ᵡ˛ˣ͌ͻ̸̡̦̲̾ͮͦ͢˲ ʺ 

 

ｶﾀｶﾀｶﾀｶﾀ 

ｶﾀｶﾀｶﾀｶﾀ  

ｶﾀｶﾀｶﾀｶﾀｶﾀｶﾀｶﾀｶﾀ 

◌♃◌♃◌♃◌♃◌♃◌♃◌♃◌♃◌♃ 

KATAKATAKATAKATATATATATATA 

カタカタカタカタカアタカタカタカタカタカタカタカタカタカタｶﾀｶﾀｶﾀｶﾀｶﾀｶﾀｶﾀｶﾀタカ

タカタカタカタカタカタカタカタカタカタカタカｶﾀｶﾀｶﾀタカタカタカタカタｶﾀｶﾀｶﾀタ

カタカタカタカタｶﾀｶﾀｶﾀタカタカタカタカタｶﾀｶﾀｶﾀタカタカタカタカタ 

◌♃◌♃◌♃◌♃◌♃◌♃◌♃◌♃◌♃ 

ｶﾀｶﾀｶﾀｶﾀｱｶﾀｶﾀｱｶﾀｶﾀ ｶﾀｶﾀｶﾀｶﾀｶﾀｶﾀｶﾀｶﾀ 

  

♃◌♃◌♃◌♃◌♃◌♃◌♃♇♃ 

♩fi♩fi♩fi♩◖♩◖♩◖♩fi♩fi 

♩fi♩♩fi♩◖☻♇♩fi♩fi 

♅◐♅◐♅◐♅◐♅♇♅ 

♩◒♩◒♩◒♩◒♩♇◒♩◒ 

♩fi♩◖♩◖♩fi☻♇♩fi♩fi 

 fi♩◖☻♇♩fi♩fi♩♩כ☻

  

チュクチュクチュクチュクチュクチュクチュクチュク 

ドンドコドンドンドンドコドンドン 

ドドンガドンドンドドンガドンドン 

ドンドンドンドンドドンガドンドン 

ドンドンドンドンドドンガドンドン 

ドーンドドンドンドドンガドンドン 

ドーンドドーンドドドンガドンドン 

ドドンガドンドンドーンドドンドン 

  

♪♦♪♦♪♦♪♦♪♦♪♦♪♦♪♦ 

♦ꜙ♪♦ꜙ♪♦ꜙ♪♦ꜙ♪♦ꜙ♪♦ꜙ♪♦ꜙ♪♦ꜙ♪ 
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♦ꜙfi♦ꜙfi♦ꜙfi♦ꜙfi♦ꜙfi♦ꜙfi♦ꜙfi♦ꜙfi 

 fi♦ꜙ♦ꜙfiכꜙ♦ꜙ♦fiכꜙ♦ꜙ♦fiכꜙ♦

♪◌♪◌♪◌♪◌♪●♪●♪●♪● 

♦ꜙfi♦ꜙfi♦ꜙfi♦ꜙfi♦ꜙכfi♦ꜙ♦ꜙכfi 

♪▲◒♦ꜙ◒♪▲◒♦ꜙ◒♪▲◒♪▲◒♪▲◒♪▲◒ 

♪fi●ꜝ●♇♃♪fi●ꜝ●♇♃♪כfi♪כfi 

  

 

  

デュクデュクデュクデュクドゥクドゥクドゥクドゥク 

ドゥクデュクドゥクデュクドゥクデュクドゥクデュク 

デュンデュンデュデュンデデュデュンデデュン 

デンデンデンデンデンデンデンデン 

デュルデュルデュルデュルドロドロドロドロ 

ドロドロドロドロドンドンドンドン 

  

トッテンコートッテンコー 

トーンカタッテントーンカタッテン 

トーンカタッテントントントトン 

トーンカタッテントントントントン 

トーンカタッテンデュンデュンデュデュン 

ドアーンドトッテン ドドドドドドドドドギャーン 

チーン 

  

ジンジンジンジンミンミンミンミンジンジンジンジンジンジンジンジンミンミンミン

ミンミンミンミンミンジンジンジンジンジンジンジンジンジンジンジンジンミンミン

ミンミンミンミンミンミンミンミンミンミンジンジンジンジンジンジンジンジンジン

ジンジンジンジンジンジンジンジンジンジンジンジンジンジンジンミンミンミンミン

ミンミンミンミンミンミンミンミンミンミンミンミンミンミンミンミンミンミンミン

ミン 
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キリキリキリキリカナカナカナカナキリキリキリキリキリキリキリキリカナカナカナ

カナカナカナカナカナキリキリキリキリカナカナカナカナキリキリキリキリカナカナ

カナカナ 

ツクツクツクツクツークツクツクカナカナカナカナツークツクツクキリキリキリキリツーク

ツクツク 

  

ⱦꜙfiⱦꜙfiⱦꜙfiⱦꜙfi◗꜡◗꜡◗꜡◗꜡ 

   

 

  

HAYhayHAYhay ASHashASHash 

EYeyEYey TETtetTETtet 

EYeyEYey HayhayHAYhay 

ASHashASHash TETtetTETtet 

EyeyEYey HAYhayHAYhay 

EyeyEYey HAYhayHAYhay 

・･・･・･●・●･・・･･・・・･・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・ 

・・・・・ 

・・ 

･ 

ヒタヒタヒタヒタヒタヒタヒタヒタ 

ｺﾞｰｫｺﾞｰォゴーｫゴーォゴーォゴーォ 

ザクザクザクザクザクザクザクザク 

ﾀﾞｯﾀﾞｯダッダッダッダッダッダッダッダッダッダッダッダッダッダッダッダッダッダッダッ

ダッダッダッダッダッダッダッダッダッダッダッダッダッダッダッ 

ダンダンダダンダンダンダンダダンダンダンダダンダンダンダダンダンダンダダンダンダン

ダダーンダンダンダダーンダンダンダダーンダンダンダダーン 
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ゴーォゴーォゴーォゴーォゴーォゴーォゴーォゴーォゴーォゴーォゴーォゴーォゴーォゴー

ォゴーォゴーォゴーォゴーォゴーォゴーォゴーォゴーォゴーォゴーォゴーォゴーォゴーォゴ

ーォゴーォゴーォゴーォゴーォゴーォゴーォゴーォゴーォゴーォゴーォゴーォゴーォ

ゴーォゴーォゴーォゴーォゴーォゴーォ 

  

ドカドカドカーンドカドカドカーンドカドカドカーンドカドカドカーンドカドカドカ

ーンドカドカドカーンドカドカドカーン 

  

ギャーアヨーアゲーアバヨアイゴーアキサミヨー 

  

ヒューヒューヒュールヒュルピカドン 

  

ア ウ イ ム グッ ゲッ 

  

シーン 

  

ジリジリジリジリジリジリジリジリジリジリジリジリジリジリジリジリジリジリジリジリジ

リジリジリジリシーンジリジリジリジリシーンジリジリジリジリシーンジリジリジリジリジ

リジリジリジリジリりりりりり・り・シーン 

  

  

  

＿_○_＿ 

__○__ 

_○_ 

○_ 

_ 

▽ 

△ 

☆。 

゜ 

。 
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アー 

ウッ 

  

グツグツグツグツボゼボゴボゼボゴ 

  

  

チーン。 
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不条理ショ－トストーリー18 

ʹ ⌠ Ҟ ˳ ̎ˮ˓ ̖ ̅ʯ  ʺẸˬˮ̏ג˳ˈ

 

 古めかしいものの一応国の文化財に指定されている会館の一室では、今日もモラルマモ

ル研究所の「第 161015回早朝倫理の会」が開かれていた。 

「みなさん！ おはようございます！」 

「おはよーございます!! 」 

  40 名ほどの参加者の声が部屋に響き、早朝の、澄みきったとは言えない都心の空気を

震わせた。 

「本日は、モラルマモル地域リーダーの渡辺が皆さま方の先導役を務めさせていただきま

す」 

「それでは最初にモラルマモル憲章を唱和します。本日は第 9 条になります」 

 リーダーは聖書のような書籍を取り出した。 

「私たちは、絶対倫理を誠実に実践し、」 

 リーダーが大声で読む。続いて参加者が声を揃える。 

「愛と真心をもって家庭と組織の正義と秩序を守ります」 

 続いてリーダーが読む。 

「私たちは、前項の目的を達成するために」 

 参加者が続けて唱和する。 

「人のために働き、世のために我が身を捧げます」 

 リーダーが読む。 

「私たちは、絶対倫理を広めるために」 

 参加者が唱和する。 

「我が身を律し、社会の模範となるよう活動します」 

  

 間をおいてリーダーの発表が始まった。 

「先日、私の会社で社員が倒れました。救急車で病院に運ばれ、事なきを得ましたが、日

頃から糖尿病の気があったようです。私は社員に“気を入れて働かないと怪我をするし、

病気にもなる”とカツを入れてきました。調べてみると、社員はタイムカードを押したあ

とも残業をしていたのです。遅くまで仕事をしていることは見ていてわかっていたのです

が、ただ頑張ってくれているとしか思っていませんでした。カツを入れるだけではダメだ、

実態を正確に把握しないといけない、社員の声を聞こうと朝礼を始めました。交代で社員
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に 3 分間スピーチをさせ、そのあと私が絶対倫理の立場から講評をしています。社員たち

も明るくなったように思います」 

  

********** ☆☆☆************ ☆☆☆************** *******************  

「麗子！ 麗子！」 

 久しぶりに会った友人と喫茶店に入った。 

 友人が手を挙げて店員を呼ぶ。 

（お、ずいぶん気安いな。馴染みになってんだな） 

 彼は独身だから気楽なものである。どこでも女の子に声をかける。 

「麗子 ちょうだい」 

（何それ？  麗子さんをください、ってか。） 

「お前 何にする？」 

「コーヒー」 

「じゃあそれ」 

 テーブルにはアイスコーヒーとホットコーヒーが運ばれてきた。 

  

 麗子が“冷コ”だとわかったのは、帰りの新幹線の中でだった。 

  

******* *************** ☆☆☆********** ☆☆☆***********************  

 モラルマモル早朝倫理の会では講演に移っていた。拍手のあと、本日の講師が紹介され

た。 

  

「本日は、大学卒業後大手証券会社に勤められ、定年退職後はプロの大道芸人として活躍

なさっている風流大道芸家元、黒原赤治兵衛先生にお話をうかがいます。題して『この道

一筋どこまでも』です。では、黒原先生、よろしくお願いいたします」 

  

 ンンﾑ、ム！  さあさ、寄ってらっしゃい、見てらっしゃい。ご用とお急ぎでない法人の

皆さま、おはようございます。早朝の貴重な時間なので本題に入ります。 

 会社にあっても自己実現活動を怠りなく。純粋な魂をいかに保つか、様々な妨害があろ

うとも精神をピュアに貫き通すことです。 

 私は経済学部を出て証券会社に入りましたが、バブル時代のマネー社会で、倫理は地に

落ちていました。金をどう使っていいかわからない人がたくさんいました。借金して土地

を買えばもう大金持ちの気分という人も多く、土地の転売や株で大もうけしたという話ば

かりが広がりました。なのに、いや、だからこそと言うべきか、福祉や医療、教育に寄付
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をするという人は誰もいませんでした。 

 私は金儲けの片棒を担ぐことに生き甲斐を感じていました。が、あるとき、広い屋敷を

持っている独り暮らしのお爺さんが外国債への投資で大損を出し、先祖に対して申し訳な

い、一族の恥だと首をつって自殺したのです。 

 私はげんのうで頭を殴られたようなショックを受けました。それから人の幸せは何かを

考えました。若い自分には深くはわかりませんでしたが、少なくとも金と関係なく人が笑

顔になることを考え、大道芸に行き着きました。それから仕事をちゃんとやっているふり

をしながら稽古に励みました。 

 皆さまはそういう私がなぜ、定年まで会社を辞めないですんだか、不思議でしょう。面

白いもので、私の大道芸を好きになり、応援してくださるお客様が増えたのです。芸は身

を助く――多くの人が弟子になり、客になり、大道芸と営業が両立、逆に成績が伸びたの

です。支店長に、支社長に、という話もありましたが全部断りました。それでは大道芸が

できなくなってしまうからです。 

 内緒でやるため“お座敷大道芸”というものも開発、家元になりました。日本舞踊と新

内を合わせたような「風流ガマの油売り」という作品もあります。 

 さあ、定年になって「お金ばかりが人生じゃあない」ということを、今度は本当に大道

に出て訴えようとしたとき、バブルは弾け、世間の人は貧乏になっていました。でも私は

すでに人生で大事なものが何かをわかっていましたから、大道で、そしてお座敷で大道芸

を披露し、教え、貧乏である方が人間の本質がわかり、人生を真に楽しむことができると

いうことを訴えてきました。貧乏万歳！ です。 

 皆さまも会社が倒産することを恐れず、貧乏になっても続けられる一芸を磨くことをお

薦めします。 

  

******************************** ☆☆☆********* ☆☆☆**************  

 ある日の大手新聞の朝刊に全面広告が掲載され、刺激的な表現が踊った。 

「私たちは違法な報道を見逃しません」 

「 私たちの“知る権利”どこへ？」 

  

 ある民放テレビの報道番組で、メインキャスターが国会で採決直前の法案に対して「メ

ディアとして廃案に向けて声をずっと挙げ続けていくべきだ」と発言したことがあった。

そのことが、「政治的に公平であること」「報道は事実をまげないですること」「意見が対立

している問題については、できるだけ多くの角度から論点を明らかにすること」という放

送法の規定への「重大な違反行為」に当たるとして名指しで抗議する意見広告だった。 

 その法案は、推進派は国を守るとし、反対派は国民を戦争に巻き込むとして激しく対立
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するものであったこともあり、反対派から言論弾圧だとの批判も上がった。その後、と大

きな議論にはならなかったが、テレビの報道番組では政府に批判的なキャスターやコメン

テーターの降板が相次ぎ、テレビ画面からはデモや市民集会のニュースが減り、自由闊達

な議論が消えて行った。 

  

 意見広告の広告主は「放送法遵守を求める視聴者の会」。呼びかけ人には作曲家や作家、

学者、評論家、元キャスター、団体役員らが名を連ねていた。 

  

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

「すみません。この近くにマクド、ありません？」 

「何？」 

「マクド」 

「だから何？」 

「だからマクドですよ。マクドナルド！」 

「マクドナルドやったらマックやろ、マック！」 

「えっ、でもご当地ではマクドだとお聞きしましたが……」 

「古いな、ここではみなマックやで」 

「え～、でも……」 

「昔はそう言うたかもしれへん。けど、今はそうなんや。グローバル化で世界標準に揃え

たんやろ」 

「でも、うちの地域では、ご当地の出身者が運動してほとんどの人がマクドと言ってます。

我が国の伝統として、一音ずつはっきりと発音するのが正当だと」 

「いまごろ何寝ぼけたこと言うてんねん。そんなこと言うてるさかい国がおかしうなるん

や。マクド言うてるからハンバーガーが売れへん、言われて、全地球国・地域間経済連携

協定の投資家対国家紛争解決条項(ISD) で外国の企業から訴えられて何億円も賠償金とら

れるんやで。もっと金銭感覚を鍛えんかい、このボケ」 

「ハイ」 

  

▽○○▽△□◇☆☆◇☆◇☆◇☆◇☆◇▽○○▽△□◇☆☆◇☆◇☆◇☆◇□△▽○○▽

△□◇☆ 

「最近テレビが面白くなくなったね」 

「うん、政府広報みたいだ」 

「国会も子どもの口げんかみたいで、政策の中身がさっぱりわからん」 

「いつの間にか年金が減っていたり、原発事故の処理費が何兆円にもなったり。どこで決
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まってるんだ」 

「原発も市場移転も金ばっかりかけて何の役にも立ってないよ」 

「100円だったレタスが 400円にもなってるのになんで議論しないんだ」 

「テレビも何にも言わないもんな」 

「庶民ジャーナリズムはどこに行った！」 

  

「そう言えば、テレビで歯に衣着せぬ言い方をしていた学者の顔、見なくなったね」 

「現場重視のスタッフたちがどんどん閑職に飛ばされてるらしい」 

「この前、公共放送のトップが、勝手なことを書いたり言ったりした奴は、そういうこと

ができない部署に回すって言ったらしいよ」 

「なんでそれが問題にならないのかな」 

「政府もマスコミも倫理観がないんだよ」 

「俺たちだって朝早くから倫理の勉強をしているのに」 

「実はそのことだが、干されたことがあるジャーナリストに聞いたんだけどね」 

「なあに？」 

「うちの本部から金が出ているという話があるんだ」 

「よくわからん。何のことだ」 

「ほら、ちょっと前に、国民の知る権利を奪っているテレビキャスターはけしからん、と

いう新聞広告があったろう」 

「うん」 

「新聞 2 紙の広告費が 4000万円とも 6000万円とも噂されてるんだけど、そのお金の出所

がうちの本部だと言うんだ」 

「嘘だろう？！ だってうちは絶対倫理を掲げてるんだよ。倫理的でないことをするわけ

ないよ」 

「いや、それが怪しいんだ。幹部が呼びかけ人になっている」 

「どういうつながりなんだ」 

「倫理活動のそもそもは新宗教団体から始まったって知ってる？」 

「なんとなく」 

「何回か分裂騒ぎもあったけど、社会秩序の確立や家庭教育の復権などを主張するリーダ

ーたちはつながっているらしい。政府批判をするマスコミはおかしいって言ってるグルー

プもつながってる」 

「なんで倫理活動に関係あるの？」 

「憲法に倫理を守ろう、道徳心を持とう、と書きたいんだ」 

「なんで倫理観のない人たちがそんなことをするんだ」 
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「洗脳すると統治しやすいということさ」 

「俺たちの倫理は指図されてやるものではないんだ。勝手な真似をされてたまるか」 

「そうだ。俺たちはほんとの倫理を守ろう」 

◎「モラルマモル研究所」の会費は個人会員で年 6 千円、法人会員だと年 12 万円である。

個人会員は約 20 万人、法人会員は約 6 万社なので、年間の会費収入はざっと 84 億円にな

る。さらに賛助会員などは会費が高く、寄付や出版・イベント収入などもあるので、１年

間に膨大な収入が入ることになる。モラルマモル研究所は公益社団法人である。会費に税

金はかからず、寄付した人はその分、所得控除される。 

  

☆☆☆******** ☆☆☆********** ☆☆☆********* ☆☆☆********* ☆☆☆ 

「理事長、この 1 ヶ月間急激に会員数が減っています！」 

「減る時だってあるだろう。今は、週刊誌に陰の改憲スポンサーだという記事が出ないよ

うにするのに精一杯なんだ」 

「それがすでに会員の間にその噂が広まっているようなんです」 

「なんでだ」 

「裏切った幹部がいるようです」 

「すぐに除名しろ」 

「しました！」 

「どうなった」 

「モラルツラヌク研究所を作って分派活動をしています」 

「偉い先生方に頼んですぐに潰せ」 

「それどころではないんです。うちの会員が、上意下達の組織はおかしい、個人の良心が

絶対倫理活動の原点であり、大きい組織は必要ないから会費は払わないと言い出しました」 

「そいつらの活動を禁止し、全員除名だ」 

「そうすると、早朝倫理の会と早朝掃除の会の主催がモラルツラヌク研究所になっちゃう

んです」 

「ちゃんと洗脳しなかったのか。リーダーたちも全員クビだ」 

「リーダーたちが個人主義になり、“芸は身を助く”運動にうつつをぬかしていたようです」 

「だから言わんこっちゃない。あれほど日常活動が大事だと言ってきたのに」 

「非日常の闘いより日常の平和が勝った、ということでしょうか」 

「お前まで何を言う！」 

  

〇〇〇☆★★☆☆☆☆☆☆☆◇□□△△□◇☆☆☆☆☆☆☆☆◇◇□□△△△〇〇〇☆ 

道をきれいにすると心が美しくなります。 
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街をきれいにすると社会が美しくなります。 

  

今朝も歩道の落ち葉を掃き集め、並木の間のプランターの花に水をやる集団が生き生きと

動いています。 

 隣の公民館では「絶対倫理・朝のお勤め」が開かれています。 

  

「それではモラルツラヌク憲章三訂版をみんなで唱和します。本日は第 9 条になります」 

「私たちは、絶対倫理を誠実に実践し、」 

 リーダーが大声で読む。続いて参加者が声を揃える。 

「愛と真心をもって家庭と社会の正義と秩序を育てます」 

 続いてリーダーが読む。 

「私たちは、前項の目的を達成するために」 

 参加者が続けて唱和する。 

「人のために働き、世のために我が身を捧げ、我が心を鍛えます」 

 リーダーが読む。 

「私たちは、絶対倫理を広めるために」 

 参加者が唱和する。 

「我が心の信ずるままに、社会の普遍的規範を作り上げます」 

  

******************************** ☆☆☆***********************  

 テレビには見慣れぬキャスターがニュースを読んでいた。傍らには、元新聞記者で今は

大学教授のコメンテーターが陣取っていた。最近他のチャンネルでもよく見る顔だ。出身

は、問題になった意見広告が掲載された新聞社の政治部だった。 

 彼の物の言い方は、問題は指摘するものの「原発事故の処理や補償に多額な費用がかか

りますが、今後政府がどのように東電と国民の負担のバランスをとるかでしょうね」とか

「二酸化炭素削減のためには原発再稼働が必要だし、原発を動かさないと石炭火力発電に

頼らなければならない。ジレンマですね」などというものだった。キャスターが「それで

国民が納得するでしょうか」と突っ込んでも「納得するような説明が必要でしょうね」と

言うだけだった。 

 その番組名は「真理のニュース」といった。その前は「真実のニュース」、意見広告が出

た頃は「事実のニュース」だった。 

 まもなく番組改編の時期が訪れるが、キャスターがまた代わり、番組名も「倫理のニュ

ース」になるという噂が流れていた。 
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☆☆**** ☆☆☆***** ☆☆☆****** ☆****** ☆☆☆***** ☆☆☆**** ☆☆ 

「最近、国体教団総本部長官がモラルツラヌク研究所の会員になったらしいな」 

「えー、また上から改憲署名やらなんやら、なんやかんや言ってくるんじゃないの」 

「いや、あくまでも個人参加なので、組織的活動はしないらしい。早朝ラジオ体操担当と

聞いた」 

「なんだって！ ラジオ体操担当と言えば、影の帝王だぜ。なんせ毎日流れる公共放送の

サブリミナル電波を仕切ってるんだから」 

「これは噂のレベルだが、我が国の最高指導者も入会したらしい」 

「ファーストレディは創設メンバーだって聞いてたけど旦那も入ったのか。モラルツラヌ

ク研究所はどうなるんだ」 

「いいじゃないか。我々は社会を明るくし、心を平安に保とうと純粋な気持ちで運動して

きたんだ。そのおかげで、みんな昔のように中流意識を持てるようになった。みんな満足

してるよ」 

「だけど俺は家も土地も、車さえ持っていない」 

「いいじゃないか。我々は中流意識という永遠の平安を得たんだから」 

  

☆☆☆☆☆☆☆☆ 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

ジャーナリズムはどんどん道徳心を取り込み、倫理規程も義務化された。まもなく、憲法

に基本的人権および社会権として、倫理観を持つ権利と倫理観を持たせる権利が規定され

るはずだ。 

☆ 

 この世の中は上から下まで人が蠢き、想いが交錯し、何かが動いている。しかし、この

世の中のことを上から下までわかっている人はどこにいるのだろう。 

 もしいるとしたら、それは超越自律人工知能運転システム USAAIMSだけだ。 

（と、USAAIMSが呟いた。同時に「バグッちゃった」というかすかな声が流れた。だが、そ

れは USAAIMSの気の精であったろう）。 
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不条理ショ－トストーリー19 

ʹ ˳ ̎ˮ˓ ̖ῇˈʯ ˳ ˛̃ˮ˓γˌ̍̐̏ʺ 

 

 悪魔は私の心の中で呟く。 

「現実と理想は両立しない。理想を実現しようとすると、必ず犠牲が出る。それをごまか

すのを偽善というのだ」 

 天使は私の耳元で反論する。 

「現実だけでは幸せは手にできない。理想を実現しようとする力こそが現実を変えるので

す。理想が遠い存在だからといって諦めたら終わりです」 

 悪魔が言う。 

「理想を求めようが求めまいが、結果がよくなろうが悪くなろうが、すべてこの世にある

ものは現実だ。理想を掲げれば掲げるほど現実から遠くなり、生活ができなくなる。人間

は欲望の力が大きいので理想を求めることなどできないのだよ」 

 天使も言う。 

「現実の中にすでに理想は存在しています。希望や夢、前を向く力、助け合う力、すべて

理想から出発しているのです」 

悪魔も言う。 

「それらはすべて単なるご都合さ。人間はきれい事が好きだからね。だが、食えなきゃ人

は人を助けないし、生きられなけりゃ希望も夢もないのさ」 

「人の存在はすべて善ですから、あなたが言う現実がたとえ醜いものに見えても結局は善

につながるのです。その証拠に戦場でも助け合いは存在しています」 

「戦場では殺し合いをしているぜ」 

「戦いで紛争は解決しないので戦いが続いているのです。戦いをやめれば戦いはなくなり

ます」 

「でも紛争や憎しみ合いはなくならないだろう。結局それが現実なのだ」 

「でも戦いをやめなければ紛争や憎しみ合いはなくならないのです」 

「憎しみも愛も人間の性だから、何をしてもなくならないさ」 

「どっちが理想かを確信できれば現実も変わります」 

「愛や信頼は裏切りによって簡単に崩れる。理想は現実に簡単にひっくり返される。理想

はもろく、現実は強固だ」 

「理想はもろく見えても消えません」 

悪魔が言った。 
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「いくら言っても、できもしない理想を掲げると必要以上の犠牲が出るんだ」 

 天使も言った。 

「それは偽善だからです」 

「偽物でない善を見たいもんだぜ」 

「私も見たい．．．」――天使はしゃがみ込んだ。 

  

☆☆☆☆☆☆☆☆☆◇☆☆☆☆☆☆□☆☆☆☆☆◇☆☆☆☆☆◇☆☆☆☆☆◇☆☆☆☆☆ 

 中学校で校内暴力が吹き荒れた時代でした。 

 県庁所在地にあるその中学校では毎朝のように何かが起きていました。先生が登校する

と、窓ガラスが割られていたり、廊下に水が撒かれていたりしていました。 

  

 そのすぐ近くに塾がありました。私が友人と共同経営する学習塾です。 

 塾を始めようとしたときには理想に燃えていました。ただ勉強を詰め込むだけの学習塾

にはしない、勉強が好きになる子を育てるんだ、登校拒否の子も受け入れよう、学習障害

の子にも対応しよう、人間的なつながりの中で教育をやるのであれば自分たちも人間的で

なければならぬ、雇用被雇用の関係ではなく、理想を共有しよう、働く時間に比例した報

酬を得るのではなく、必要な人には必要なだけ、すなわち子供の教育にお金が必要だった

り、家族が病気している人は多く、そうでない人は少なくもらう、人間共同体としての理

想をめざそう――。 

  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 その塾では恐れたとおり、荒れた学校の空気がそのまま持ち込まれた。学習塾に勉強し

に来ているはずの子供たちは、親の期待に反して勉強しようとはしなかった。７、８人ま

ではよかったが、１クラス 10 人を超え 15 人くらいになると“問題児”が２、３人混じり、

統制が効かない。プリントをやらないのは序の口、無駄話を続けて講師の声が聞こえなく

なる、「先生、数学をやって将来なんの役に立つんですか」とわざと質問する、あげくの果

ては席を離れてぶらぶらする者まで現れた。最初の頃はやさしく答えていたものの、真面

目な子の冷たい視線を感じてキレた。うるさい子供たちに向かって怒鳴り付けた。「静かに

しろ！」。最初は効いた。だが、すぐに騒がしくなる。席を決め、ときに席を変えたりもし

た。塾が終わってから授業を妨害する子と個人的に話し込んだりもした。大人しく話を聞

き、わかったと言って帰るものの、次の授業ではまた騒ぐ、ということを繰り返した。 

 一緒に働く友人は、授業のはじめに「黙想！」と号令、１分間ほど目を閉じさせ、静か

にさせていた。私は、それが管理教育に見え、校内暴力の背景と重なって導入できなかっ

た。 
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 ある日、中学１年生のクラスで背の高い男の子がブラブラと教室内を歩き始めた。注意

をしても効かず、私はカーッとなって子供の胸ぐらをつかんだ。「座れ！」。子供はぎょっ

としたようだったが、私の手を振り払おうとした。私は力を入れ直しぎゅっと握り返すと、

二人の体がくるくる回って、外に飛び出した。私は我に返って手を離した。 

「こんな塾なんかやめてやる」 

「ああ、やめろ！」 

 子供は帰り、授業が再開された。 

  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 少しでも塾を明るくしよう、自分たちは何があってもあなたたちを見捨てないという姿

勢をわかってもらいたいと、生徒を迎え入れ、見送るときに努めて明るく挨拶を続けまし

た。“愛の一声運動”と自分に言い聞かせたのです。   

 あるとき中一の女子生徒が、「さよなら」と声を振り絞って見送る私の前を通りすぎる一

瞬、「死ね！」と言って帰って行きました。氷のような冷たい目が私の脳裏に焼きつきまし

た。 

 その日、どうしても家路につけない私は家庭訪問をすることにしました。すでに夜も更

けて時刻は午後 11 時に差し掛かっていました。 

 「どうして気にすんの。みんな普通に言ってるよ」――女子生徒は不思議そうな顔をし

て私に答えました。 

  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

「康弘くん、田中くんと一緒に帰るんじゃなかったの」 

「うん」 

「親友じゃなかったっけ」 

「ううん」 

「なんかあったの？」 

「別に」 

  

 つい最近まで田中くんと肩を組んで歩いていた康弘くんは、いじめられないために群れ

の中に入っていただけだった。力関係が変わったのだろう。今では挨拶さえしない。心ま

ではつながっていなかったのだ。いや、心がつながるような関係ではなかったのだ。肩は

組んでも心は別々。みんな寂しい“仲間たち”。 
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☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆◇☆☆☆☆☆☆□☆☆☆☆☆◇☆☆☆☆☆◇☆☆☆☆☆◇☆☆☆☆

☆ 

 この国では、1970年代の終わりごろから校内暴力が社会問題化した。 

 校内暴力とは、学校内で発生した対教師・生徒間・対人への暴力や器物損壊を合わせた

暴力行為である。1983年には全国の中学校 10,314 校の 13.3％にあたる 1,373 校で 3,547

件の事件が教育委員会によって報告された。 

校内暴力は、80 年代後半には終息に向かい、1986年以降は比較的安定的に推移したとされ

る。代わって学級崩壊やいじめが急増し、子ども同士の殺人事件や家族を手にかける凶暴

事件も社会問題化してきた。しかし、校内暴力の問題が解決したわけではない。実際にバ

ブル崩壊後の平成 5 年辺りから急激な増加傾向を示すようになり、2000 年度には約 3 万

5000件という数値になった。問題は積み重ねられ、多様化し、複雑化しているのだ。校内

暴力が沈静化したのは、管理教育が徹底したからと言われている。体育の教師が前面に押

し出され、生徒への暴力が増えたという話もある。いじめがクローズアップされたのは矛

盾が生徒の内面に押し込められたという側面を忘れてはならない。 

一方では統計の取り方の問題もある。社会問題は意識されたとたんに数値化されるが、そ

れ以前から厳然として存在しており、さらに基準の設定によって数字はいくらでも変わる。

したがって、数字の動きだけで社旗問題を論じてはならない。実際、校内暴力事件の件数

の数え方は、1996 年度以前と 1997 年度以降、2007 年度以前と 2008 年度以降で変わって

おり、単純に数値を比較することはできない。1997年に決められた認定基準では、文部省

が暴力行為を類型化し、認定基準を細かく設定した。対教師暴力では、「教師の胸ぐらをつ

かんだ」「教師めがけて椅子を投げつけた」「教師に故意に怪我を負わせた」などの具体例

を示し、子どもたちの行動の背景が抜けたままで校内暴力のイメージを方向付けた。 

  

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 あの時代は身も心もズタズタでした。若さだけで走り回っていたようなものです。でも

理想は捨てるまい、目の前に自分たちを必要とする子や親がいる、学校や地域で孤立して

いる人もいる、一人でも感謝してくれる人がいる限りがんばろう、という思いでした。 

 塾で気になる子がいたら深夜でも家庭訪問をしました。親と一緒のせいか、ほとんどの

子は家で話をすると普通のいい子なんです。「塾ではどうしてもああなっちゃう」――しみ

じみ話をしてくれます。心がつながったと思って帰るのですが、しかし、次の授業ではや

はり同じように授業で騒ぎます。学校での人間関係から格好をつけてしまうと言うのです。 

 学校ではらせない鬱憤を塾で発散していた子もいただろうと思います。どの子も自分を

コントロールできないでいました。「この子たちは愛情に飢えている。抱きしめてくれる大

人がいない」ということに気がつきましたが、私自身はどうすればいいのか、わからない
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ままで毎日が過ぎていきました。 

  

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 1980年ころ、あるヨットスクールで、子供たちの死亡や海での行方不明が相次ぐという

事件が発生した。指導者が教育を理由に加えた体罰で子どもたちが死んだり、ヨットから

海に突き飛ばして行方不明にさせたりしたというのだ。暴力性のある子や精神障害のある

子に、自然の厳しさ、スポーツの喜びを体験させることで自らの行動を律することを身に

付けさせるというものだったが、校長やコーチらが傷害致死の疑いで逮捕され、行き過ぎ

た指導だと非難された。悲惨な事件ではあったが、同調する人もいた。その人たちは必ず

しもスパルタ教育論者だけではなかった。手に負えない子どもを持った親や指導する教員

は疲れはてていた。どこにも光が見えない状況に追い込まれた人の中には、スポーツの教

育力に頼りたい人もおり、心のどこかで強い力に頼りたいという“本音”に近い感情を抱

いても不思議ではなかった。実際、23 年後に刑務所から出てきた校長は、これからもヨッ

トスクールをやり続けると宣言した。それだけの社会需要があったのかもしれない。 

  

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 「考え方は一つじゃあないんだよ」「模範解答と違うやり方でも本当に間違いとわかるま

でやってごらん。それで解けることもあるよ」――数学の授業では、子供たちが陥る考え

のすべてについて解説し、別解があることを教えようとしました。回り道でも自分の考え

でいいときもある、ということをわかってほしかったのです。でも、子供たちは嫌がりま

した。「先生、学校で教えるやり方だけでいいです」「試験で書く答えを教えてください」

「いろいろ言われてもわかりません」――子供たちは模範解答だけを欲しがりました。問

題の数だけ答えを覚えようとするのです。それは完成することのない、無限の努力を要す

る道です。 

 予備校で、大学受験生に物理の別解を教えるときにも同じようなことがありました。学

校で詰め込み教育を受けている子どもたちにとっては当たり前と言えば当たり前のことな

のかもしれません。 

  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 できない子供には塾の授業のあとも残して教えました。できない子たちは、どこかの時

点で勉強につまずき、学校の授業に行いていけなくなったのです。そこまでさかのぼって

教えようとしました。模範解答を覚えられず、自分は頭が悪いと思っている子に、数学は

覚えるのではなく、やり方が分かれば全部できるようになるんだよ、とさとし、ないか、

納得しないと次に進めない子に、諦めないでもう少し考えよう、こう考えたらどうなる？ 
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と励まし、あの手この手を使いました。多くの子は面倒くさがりました。でも、やってみ

るか、と考え始めた子がある日突然 

「わかった！」と声を弾ませたときには、ああ、これが教育の醍醐味だと思ったものでし

た。それが続かないのも現実で、辛抱、辛抱と己に言い聞かせながらでしたが、こちらが

必死で教えようとしている気持ちはわかってもらえたと思います。もしかしたら、こんな

に一生懸命やってくれるのだから付き合ってあげようと思っていたかもしれません。 

  

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 できない子や乱暴な子もよく面倒を見てくれるというので、そういう子は残り、親から

も感謝されることもあったが、問題児がいる塾には行きたくないというので、成績のいい

子やおとなしい子は塾をやめていき、塾の経営はどんどん悪くなった。逆に負担は増えて

いった。 

  

 その塾の生徒数が減り、赤字経営が常態化するなかで、僕は自分で教えるかたわら他の

仕事にも精を出した。予備校の講師、編集者、フリーライター。受験雑誌への原稿料やラ

ジオパーソナリティ出演料などは仲間の講師料として消えた。 

 そんなとき、若い講師が言った。「あんたは経営者だろ！」。塾の経営状況もざっくばら

んに伝え、意見を聞こうとしたときだった。 

  

そのとき、私の中で何かが弾け、何かが崩れ落ちた。 

  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

悪魔が破片を拾った。「ほうら言わんこっちゃない。お前の偽善のせいでどれだけ犠牲者が

出たかわかりゃしない」 

 天使が破片を受け取った。「あとで繕っておきます」 

  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 友人は経営の建て直しについて真剣に考えていた。 

 当時の高校入試に対する中学校の指導は、民間が主催し、県内のほとんどの中学校が採

用する全県共通模試の成績と内申点（調査書の成績）で受験高校を決めるというものだっ

た。学習塾はその全県共通模試でいい成績をとらせることが大きな目標になっていた。 

 そのシーズンに入って間もない頃、友人がすでに模試を実施した学校から問題を入手し

たという話を聞いた。確かめると、これから模試を実施する学校の生徒に問題を教えると

言う。当然のことながら議論が始まった。「生徒にいい成績を取らせていい高校を受けさせ
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たい」「他の塾もやってる」に対して「実力以上にいい成績を取って、受けたい高校を受験

しても落ちたら何にもならない」「不正をやってると言われたら塾の評判は落ちる」と主張

した。しかし、友人は譲らない。「中学校は成績をたてに必要以上に安全な高校を行けさせ

ようとする。仮に実力以上にいい成績を取っても本来受けられるレベルの高校を受けられ

るようになるだけだ」と反論した。 

 結果として、友人がどうしたかはわからない。そのままの問題を解説したのか、類似問

題を作ってやらせたのか、問題と同じ分野の知識を解説したのか、あるいは何にもしなか

ったか。 

 いずれにしても、私と仲間の間の認識はどんどんずれていくように私には思われた。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 英語の授業をお願いしていた在日コリアン２世の女性は、いうことを聞かないばかりか

反抗的な姿勢を見せる子供たちの前に立つ気を失っていた。私は「いろんな立場の講師が

目の前にいるだけで意味があるんだから、がんばってくれ」と説得した。が、「考える」と

言ってくれた彼女の答えは「やはり無理」だった。 

  

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

順番を間違えると大変です。 

トイレでパンツを脱いでからおしっこをしても 

問題はありませんが、 

おしっこをしてからパンツを脱ぐと 

ボケの始まりと言われます。 

  

子どもの教育でも同じです。 

叱ってから抱き締めると情のあるいい子に育ちますが 

抱き締めたあとで怒るとグレます。 

  

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 変な塾ではあった。お母さんたちがグループを作り、日曜日に私を呼んで勉強会を始め

た。襟をつかみ合って塾をやめた子が、塾が終わる時間帯を見計らってふらっと顔を見せ

たりもした。塾が終わって深夜営業の八百屋に寄ると家庭内暴力の相談を持ちかけられた

し、塾の対象年齢ではない小学生の登校拒否の話も持ち込まれた。 

小学生のときに心を開く場があれば、と思い、「表現力講座」と称して、好きな文章を書い

たり、発表したりする授業も開設した。私も一緒になって作品を発表した。生徒はいつま

でも二人しかいない教室だったが、一人は私立中学に入学し、講座が役に立ったと親から
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感謝されたのはせめてもの救いだった。 

  

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

愛は 

心に溢れるほど注がれ 

常に新しく 

必要十分以上の存在でなければ 

人は満足しない 

だから、あるやなしや意識しなくてもすむ“空気”でなければならないのだ 

  

ひとたび流れが途切れればまたたく間に闇が広がり 

心に満ち溢れるまでに 

どれほどの時間がかかることか 

  

だが、愛はつきることがないから 

必要なときに 

必要な人に 

必要なだけ 

与えられる 

  

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 ときどき塾の帰りに寄って子どもたちの話をしていた八百屋のお母さんに言いました。 

「塾をやめて外国に行くことにしました」 

「えー、なんで？」 

「ちょっと考えるところがあって」 

「いてよ！ この街に」 

「でも塾をやめるし、いても忙しくて立ち寄ることもできないと思います」 

「いいよ、それでも。同じ街に先生がいると思うだけで安心だから」 

 ああ、ありがたい、と思いました。自分の存在を認めてくれる人が一人でもいてくれる。

私は何も言えず、動くことさえできませんでした。 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 
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不条理ショ－トストーリー20 

ʹʻ ʲͺ ʲ ̮̓ͺ̱ͪ⁷ԓǓ ͺ Ǖʼ ᶛ ʺ 

 

［口は口ほどにものを言う］ 

［口は口以上にものを言う］ 

［口は口くらいものを言う］ 

［口は口以下にものを言う］ 

［口は口未満にものを言う］ 

［口は口を出す］ 

［口は声を出す］ 

［声は口を出す］ 

［物言わぬ口でも口は口］ 

［口はものを食う 口は人も食う］ 

［減らず口、口減らし］ 

＜口数: 「くちかず」と「くちすう」、どっちの口が多い？＞ 

  

［声なき声が聞こえる人は、声ある声が聞こえない］ 

［声なき声は声でない］ 

［声なき声でも声である］ 

＜声出せぬ思いはどんな声？＞ 

  

［言わぬが花］ 

［言わぬ鼻］ 

［言わぬ口］ 

［言わぬが口］ 

［言わない口］ 

［言えない口］ 

［言えば口］ 

［言いたい口］ 

［言えぬが花］ 

＜そっちかと問えば 別口と 口が言い＞ 
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［目は口ほどにものを言う］ 

［目は口ぐらいものを言う］ 

［目は口以上にものを言う］ 

［目は口と違うことを言う］ 

［目は見る 口は言う 目はものを言う 口は味を見る］ 

［目は目をつぶって自分の目を見る］ 

［目は脳で自分の目を見る］ 

［目の毒 気の毒］ 

［千里眼 視力４千キロメートル］ 

［舌先三寸 9.09 センチメートル］ 

［口も八丁 手も 872.7 メートル］ 

＜目は二つ 鼻の穴も二つ 口は一つで舌は二枚＞ 

  

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

［鼻筋が通った人］ 

［鼻が利く］ 

［鼻が訊く］ 

［鼻が聴く］ 

［鼻の下を伸ばす］ 

［鼻の穴を膨らませる］ 

［鼻高さん］ 

［鼻っ柱の強い人］ 

［鼻っ柱を折られる］ 

［鼻が利く人 鼻長者］ 

［鼻毛はスモッグ注意報］ 

＜アロマ 鼻々迷惑 面食らう＞ 

／平和なり 抜いては伸びる 鼻毛かな／ 

  

［目くそ 鼻くそを笑う］ 

［目くそ 鼻くそ くそ食らえ］ 

［鼻くそ 目くそを笑い返す］ 

［目くそ 鼻くそ 笑い合う］ 

［目くそ 鼻くそ くその役］ 

［目から鼻に抜ける］ 
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［鼻から目に抜けられず］ 

［目から耳に抜ける］ 

［鼻から耳に 耳から鼻に 自由往来なんのこと］ 

［鼻から喉に 内視鏡］ 

＜目と鼻の先はあなた＞ 

  

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

我ときて遊べや親のないカモメ 

古池や 亀がとびこむ水の音 

わびしさや 岩に染み入るセミの肥え 

夏草や つわものどもが夢まくら 

五月雨を集めて切れる天井川 

おもしろうて やがて悲しき カジノかな 

寒々と 人はつれなく 秋の風 

柿食えば 鐘が鳴る鳴る 時計台 

柿食えば サイレンも鳴る 法隆寺 

しかばねも 中くらいなり おらが春 

やれ撃つな 雉子は鳴かずにいられない 

  

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

［頭隠して尻隠さず］ 

［頭隠して尻を出す］ 

［頭隠せば尻が出る］ 

［頭出さずに尻を隠さず］ 

［頭出さずに尻を出す］ 

［尻出して頭を隠す］ 

［尻出して頭隠さず］ 

［尻出せば頭隠れる］ 

［尻を隠して頭も隠す］ 

＜頭出せば打たれる 尻出せば笑われる どちらも出さねば忘れられ どちらも出せばい

じられる＞ 

［頭を掻く］ 

［頭を書く］ 

［頭を描く］ 
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［頭を欠く］ 

＜頭をカックン＞ 

［頭が切れる人］ 

［頭が切れた人］ 

＜切れた腫れたで 頭が痛い＞ 

［頭をひねる］ 

［頭が上がらない］ 

［頭を下げさせる］ 

［頭を巡らす］ 

［頭を悩ます］ 

［頭に嵐のブレーンストーミング］ 

＜頭に流れるローレライ＞ 

［柔らかい頭は溶解寸前］ 

［硬い頭は石灰質化］ 

［とんがり頭に絶壁頭 初登頂後に飛び下りる］ 

［頑固頭が脳を拘束］ 

＜頭山から身投げをすれば はらわたまでがめくれます＞ 

  

［脳のシワは知識の宝庫］ 

［額のシワは苦渋の倉庫］ 

  

［目を疑うな 耳を疑え］ 

［頭を疑うな 舌を疑え］ 

［鼻を疑うな 脳を疑え］ 

  

／脳曰く「ただ信ぜよ 信ずる者は誰もみな救われる」／ 

  

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

［白い顔は百難隠す］ 

［黒いお顔は涙を隠す］ 

［青いお顔はお薬隠す］ 

＜赤いお顔は お酒か風邪か それとも誰かのささやきか＞ 

  

［福耳 いい耳 縁起耳］ 
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［耳障りがよい 障ってみた］ 

［耳目を集める人が 耳目を引く］ 

［岡目八目 複眼小僧］ 

［夜目遠目 笠の内］ 

［夜目が利くほど用がない］ 

［目は心の窓］ 

＜二階から目薬 黙って座ればぴたりと当たる＞ 

  

［首が回らぬ人］ 

［首を回した人］ 

［首をひねった人］ 

［首が飛んだ人］ 

＜瓶の首 鶴の首 あなたの心に首ったけ＞ 

［首を落とすな 頭を上げろ］ 

［首を上げたサムライ 首のすげかえ 出世する］ 

［眉を潜める］ 

／眉落とし、お歯黒笑顔に 合掌し／ 

  

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

・君死にたもうなかれ 人殺すべからず 

・スーダンへ 尖閣よぎる 海月夜 

  こよい会う人 みな恋しかり 

・その子はたち 時に流るる 赤紙の 

  おごれる者の すさまじきかな 

・道を言わずあとを思わず名を問わず 

  ここに抗う君と我と見る 

・硫黄島 北方四島 ロンゲラップ 

  島人還住何時の日か来る 

  

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

苦虫を潰したような顔 

卵をぶつけられた顔 

さっぱりした顔 

艶々した顔 
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嬉しい顔 

幸せ顔 

笑顔 

＜細工顔 細工しすぎて不細工に＞ 

見目 

見た目 

見目麗しき 

見頃咲き頃花満開 

［仏の顔も三度まで］ 

  

赤い目のウサギは、 

おでんの糸コンニャクに歯を立てたとき 

中から飛び出た汁のあまりもの熱さに 

たまらず飲み込んだ 

目を白黒させながら。 

為政者は言うだろう。 

［喉元通れば熱さを忘れる］ 

／だが、忘れない人もいる。／ 
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第 2 巻の終わり 

 


